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ロータリー親睦活動月間月間テーマ

本日のプログラム

次週例会 キャンドルパーティー（担当：親睦活動委員会）
一年間を振り返って（担当：理事会）

■ロータリーソング：「我等の生業」
■会員数　100 名

■ソングリーダー：石鍋　　斉君

■ビジター　なし
■ゲスト　　なし
■ニコニコ献金
　　　　　　舟木　　博君・・・ロータリーの友に載っていました。
　　　　　　脇　　弘幸君・・・東京にいる息子夫婦に子供が生まれました。女の子です。初孫です。
　　　　　　　　　　　　　　　じいさんです。

　今年度累計　794,000 円

　　　　　　　　　　　天方　智順会長
　皆さま、こんにち
は。今年度の最後の
昼の挨拶をさせてい
ただきます。冒頭、
石鍋さんのお別れの
挨拶がありましたけ
れど、この５月、６
月、来月までかぶっ

て本当に異動が多いと感じております。
先ほど、武久会員とお話をしましたけれども、コロナ
のせいもあるのかと。各社さんのご事情があってそう
いう異動のシーズンが重なるのではないかというお話
です。
なんとなく、こうやって大挙して釧路からいなくなり
ますと、なにか地震が来る前に逃げ出す小さい動物み
たいに思える自分が、縁起でもないのですけれども、
そういうことも考えてしまいます。後任の方も無事赴
任されて入会されるやに聞いておりますので、それは
安心しておりますが、石鍋さんのお話にあったとおり
釧路でのご縁を大切にして、皆さん次の任地へ行って
いただければと思います。
今日は、もう一度スピーチの時間が与えられるようで

すので、最初の話はこれにて終了させていただきます。
今日も一日、よろしくお願いします。

転勤挨拶
株式会社NTT ドコモ北海道支社
釧路支店　支店長　石鍋　　斉君
　大変お世話になり
ます。ドコモ釧路支
店の石鍋です。７月
１日付けで本社のＣ
Ｓ推進部に異動をす
ることになりまし
た。ＣＳ推進部とは、
お客様からいただく
ご意見やご要望を分析・解析をして社内に展開してい
く部隊になります。
ロータリーの方は、わずか２年の活動でしたけれども、
私は 20数年サラリーマン活動をしている中で、ベス
ト３に入るぐらいの意義深い出来事だったと思ってお
ります。特に「地区大会」「ＰＥＴＳ」いろいろ参加
させていただきました。そんな中で、「留辺蘂」「興部」
を読めるようになりました。「谷地坊主」は何かよく
分かりました。そのようなこともありました。

ロータリーに来ていますと、私より大先輩である皆さ
ま、特に社会的地位も名誉もある皆さま方が一生懸命
「釧路のために何かできないか」と取り組まれている
姿を見て本当に感銘を受けております。
私は、東京生まれ、東京育ちですので、東京以外ほと
んど知らないのですけれども、東京で東京のために何
かをしようと今まで一度も思ったこともないです。そ
ういうことは行政がやることであって、われわれ一般
市民が何かをやることではないと思っていましたけれ
ど、こちらへ来て「釧路をどうにかしよう」と皆さん
が取り組まれている姿勢を見て、少し違うのだと。自
分もロータリーの活動の中で、少しでも釧路の役に
立ったと思えることがあったので、そういう時はこう
いう活動が大事だということを改めて痛感した次第で
あります。
その土地に住まわれているお一人お一人がその街のた
めに何か小さなことでもやって行くことは本当に大事
だと思いまして、私も東京へ帰ってからもこういう活
動はぜひ続けていきたいと思っています。
自分なりに釧路で何か貢献できることはないかと思
い、このロータリーでもご紹介がありましたDV女性
被害者支援の「駆け込みシェルター釧路」に自分がい
ま持っている家財道具一式を全部寄付して行こうと
思っています。たいした物ではないですけれども少し
でも釧路のお役に立てたらいいと思いました。これも
やはりロータリーの活動をやっていたからそんな気持
ちになったので、おそらく東京から来た時ときは、そ
んな気持ちは全然なかったと思います。それこそ現金
に換えて持って帰ろうと思っていましたけれども、そ
こは釧路のために少しでもお役に立てればとやってい
きたいと思います。
東京へ戻りましても吉田潤司ガバナーからいただきま
したこの『４つのテストのカード』をしっかり胸に刻
んで東京の本社で頑張りたいと思いますので、引き続
きご指導･ご支援をよろしくお願いいたします。本当
にありがとうございました。

天方　智順会長
　『１年を振り返っ
て』ということです
けれど、なんとなく
皆さんと気持ちは一
緒なのではないかと
思っております。吉
田潤司ガバナーを輩
出するクラブとし

て、責任ある会長として、年度として、一生懸命やら
せていただいたつもりです。

『ＰＲＴＳ・地区大会』などいろいろありましたけれど、
その時にも申し上げましたけれど、ガバナー輩出のク
ラブ会長は、なんとなく大変なようなのですけれど、
本当に大変なのは各ファンクションで動いている人た
ちだと思っています。私は「スピーチさえしていただ
ければ良いです」みたいなことがあったので楽をさせ
ていただきました、と言ったら語弊があるかもしれま
せんが、もう少し自分も何かできたのではないかと
思って反省をしております。
　今年は、コロナ騒ぎがありましたので残念なところ
がありましたが、自分で一番こだわっているのは、
「やっぱりロータリーは例会をやってなんぼの団体だ」
と思います。他団体は、いろいろな事業やセミナーを
やっているようですけれど、ロータリーは例会をやっ
てこそロータリーだと思います。新入会員が認証され
るのは例会をもって認証されますので、ようするに理
事会で通ったから入会ではないのです。例会で入会と
なります。そのおかげで本当は４月・５月ぐらいに入
会をしていただける方たちにお待ちしていただいたの
があって、舟木年度にしわ寄せが行ってしまいまして
申し訳なく思います。
とにかく良かったことがいくつかあるのです。１つは、
どちらかというと旅行嫌いの妻が一緒に台北に行って
くれたことです。10月の『地区大会』で、台北中央
クラブのご一行が見えた時に、ティコ会長の奥さんと
なぜか妻が仲良しになって、本当は「台北は行かない。
ハワイに行く」と言っていた妻が台北に行ってくれま
した。帰りに空港で携帯電話を忘れましたけれど、夫
としては妻が一緒に行ってくれて本当に良かったと
思っております。全てロータリーのおかげです。あり
がとうございます。
残念なことは２つです。１つは、ちょっと言いました
けれど『ハワイ大会』へ行けなかったことです。私は
ハワイに行ったことがないのです。吉田潤司ガバナー
と一緒に皆さんでハワイへ行きたくてしょうがなく
て、ハワイの本まで買って意気揚々と用意をしていま
したけれど、このようなことになって残念に思います。
もう１つは、ずっと思っていましたけれど、キャッス
ルホテルのスタッフにお願いをしていたのですけれど
「昼飯にカツカレーを出せ」と。今日までやってくれ
ませんでした。次年度以降，舟木さん、よろしくお願
いします。
なにはともあれ、来週もありますけれど、こうやって
クラブの代表として笑顔でこの場に立てて本当に幸せ
に思っております。
７月からは直前会長ですが、陰で舟木エレクトを地味
に支えて頑張りたいと思います。
本当に１年間、ありがとうございました。

松井　聖治幹事
　こんにちは。やっ
と待ちに待ったこの
例会がやってまいり
ました。ちょうど昨
年の前浅川幹事がこ
の例会でスピーチを
されているのを見
て、早くこの例会が

やって来てくれる日だけを待ち望んで１年間、幹事活
動をしてきたなと思っております。本当はこの例会で
燃え尽きている予定だったのですけれど、先ほど会長
からもありましたとおり最後の数カ月はコロナのせい
で、楽しみにしていた例会や楽しみにしていた事業が
開催できないところがあって少し消化不良なところが
あるのですけれど、その分、ちょっとコロナに振り回
されて疲れたので、ちょうど良い時期かと思っており
ます。
　幹事をしていて一番嬉しかったことというかモチ
ベーションが保てたのは、今日もそうですけれど、例
会に多くのメンバーが出席をしてくださること、これ
がやっぱり一番幹事をしていて嬉しかったと思ってお
ります。日にちによっては出席できない日や、または
コロナのせいで例会内容がころころ変わったそんな例
会の時も、今日はあまり来ていただけないかと思う例
会も始まってみるとほぼほぼ席が埋まっているという
状態。いつも１年間を通して出席をしてくださったメ
ンバーの皆さま方に本当に心から感謝を申し上げたい
と思っております。出席していただけたので、それを
モチベーションに１年間なんとか幹事としてやってこ
られたのかと思っております。心から感謝・感謝でご
ざいます。本当に感謝する人はたくさんいます。
こんな僕を幹事に指名をしていただきました天方会長
には感謝を申し上げます。と、ともにこの１年間、要
所・要所で素晴らしいアドバイスをくれた後藤副会長、
そしてＪＣでは先輩ですけれどロータリーの副幹事と
してお手伝いをいただきました五十嵐さん・水口さん
のお二方、それと予定者のときからお世話になりまし
た事務局員の青島さん、本当にどうもありがとうござ
いました。本当にお礼を一人一人言わなければいけな
いぐらいたくさんの感謝がありますけれど、そのお礼
はこの後の長いロータリー生活で少しずつ少しずつ返
していけたらと思っております。
これからもぜひご指導ご鞭撻を賜りますようにお願い
をしまして、来週もう１週ありますので、ぜひ来週も
多くの方に出席をしていただくようにお願い申し上げ
まして、大変簡単ですけれど１年を振り返っての幹事
の挨拶とさせていただきます。
　１年間、本当にお世話になりました。ありがとうご
ざいました。

クラブ運営委員会　土橋　賢一委員長
　皆さん、こんに
ちは。クラブ運営
委員会の土橋です。
『今年度を振り返っ
て』ということで。
今年は吉田潤司ガ
バナー輩出の年で
すから、通常の釧
路ロータリークラブの活動の他に『地区大会』の実行
委員会も配属になりますから２本立てになるのだろう
から忙しくなると。
市橋委員長が率います親睦委員会は、『地区大会』で
は食事と懇親部会。大懇親会で真っ赤な顔をして炉端
焼きをやって、炭火で赤いのかビールを飲んで赤いの
かちょっと分かりませんけれども、それが終わって、
皆さんは椅子に座って放心状態だったですね。「もう
やり切った」という顔をしていました。いまだにそれ
が思い出されます。
　出席委員会の吉田委員長と古谷副委員長には会場設
営委員会をやっていただいたのです。これがまた会場
設営だけではなくて、ポスターの発注や当日の会場の
運営など多岐にわたることを一生懸命にやっていただ
きました。その中で、転勤された北電の馬場さんが率
いる転勤族の皆さんにおもしろいエピソードがひとつ
ありました。蝦名市長がステージに上がる時に、日銀
の熊谷支店長がエスコートをしました。はじめ、蝦名
市長は気づいていなかったと思うのですけれど、後ろ
を振り返って、戻って、もう一度見ました。これはお
もしろいと思いました。石鍋さん、本当にご苦労さま
でした。ありがとうございます。東京へ行ってもご活
躍ください。
　この『地区大会』が成功できたのは、後藤副会長の
シナリオと綿密なリハーサルがなければこの大会は成
功しなかっただろうと思っています。あと、司会をやっ
た池田いずみさんと小林君は、プログラム委員会が毎
月例会をやった中での司会ですから素晴らしいと今も
つくづく思っております。
　一番思うことは、吉田ガバナーと天方会長が、年が
明けてからコロナのせいで活動ができていませんか
ら、すごく無念な思い、やり残した思いが強いのでは
ないかと思っています。よければもう１回やってくだ
さい。微力ですけれどお手伝いしますので。
なにはともあれ、あと１週、クラブ運営委員会・親睦
委員会の『キャンドルパーティー』で締めくくります。
たくさんの皆さんのご参加をお願いいたしまして、皆
さん、本当に１年間、お世話になりました。ありがと
うございます。

クラブ広報・会員組織委員会　杉山　宏司委員長　
　皆さん、こんにち
は。クラブ広報・会
員組織委員会の杉山
です。私は大委員長
として、理事として
今回初めて大任を任
されたものですから
戸惑うことや分から

ないことが多々ある中で、田中副委員長には数々のア
ドバイスをいただきまして本当にありがとうございま
した。
　私どもの委員会は、３つの委員会になっております。
まずクラブ会報・雑誌委員会は、清水輝彦委員長にお
願いしました。今年度は、昨年から続いてホームペー
ジをリニューアルして、例会後すみやかに掲載するよ
うにやっていただきました。また、昨年から引き続い
ております「会員紹介」で、大変お忙しい中、清水委
員長に頑張っていただき、６人の方を紹介させていた
だきました。清水さん、本当にありがとうございまし
た。
　続きまして、会員増強･選考･職業分類委員会ですが、
高橋委員長にお願いしました。新年度早々の８月に「新
入会員対象者を迎えて」ということで、お忙しい中で
やっていただきました。当日は４名の会員のロータリ
アンに講話をしていただき、新入会員の皆さまに少し
でも参考になったのではないかと思います。高橋委員
長の素晴らしい進行で例会も大いに盛り上がりまし
た。ありがとうございました。
　もう１つはクラブ研修委員会です。こちらは木下委
員長です。「釧路ロータリークラブの目指す方向は」
と題して情報集会を開催いたしました。今後のクラブ
の活動の方向性が少し見えた例会ではなかったかと思
います。また、同じ月に『ＲＬＩ』に続いて小船井パ
ストガバナーに講演をいただきました。その後、邵パ
スト会長から『ＲＬＩに参加して』の体験談と感想を
お話ししていただきました。
私もなかなか出番がなくて本当に皆さんにお世話に
なって、この場で感謝しております。今は、大きなボ
ロを出さずに終わったところで、なんとかホッとして
います。皆さんのご協力で１年間、なんとか終えたこ
とを大変ありがたく思っております。心から感謝申し
上げます。ありがとうございました。

奉仕プロジェクト委員会　川本　和之委員長
　皆さん、こんにちは。奉仕プロジェクト委員会、私
と米本君の２人が担当させていただきまして、４つの
委員会にお力添えをいただきました。
奉仕プロジェクト委員会とは、ロータリーの奉仕の精
神を対外的に表現したり、または継続の事業があった

り、またはこの釧路地域であったり世界全般にわたっ
てその奉仕をどのよ
うにやっていくのか
を知っていただく委
員会です。そう考え
ると、ロータリーク
ラブの中でも特に対
外的に重要な委員会
と思っています。
　今年の委員会の概要を説明させていただきます。社
会奉仕委員会です。阿部委員長、山原君のお二人にお
願いをしました。これは 80周年で釧路市内の小中学
生に『数学検定』を贈与しようと始まって今年で３年
目。来年以降、継続して進めるかは次年度が考えてい
ただければ良いのですけれども、今年約 900 名の生
徒さんに数学検定を行わせていただきました。この中
で、先生の管理も少し手不足なるということで、ロー
タリアンの４名にお手伝いをいただき無事に数学検定
をさせていただきました。
　続きまして、職業奉仕は、古谷委員長と小林さん。
小林さんは転勤をされましたけれども年２回の職場訪
問で計画をしました。北電の職場訪問、これはブラッ
クアウトの検証ということで、その後どのような対応
をしているかということで実施。本来４月にはＪＲの
職場訪問予定でしたけれども、これはコロナの関係で
中止になっております。
国際奉仕委員会は、今までいろいろな地域に 2500 地
区とタイアップをして浄水器などいろいろな物を贈呈
したのですけれども、今年は台北中央ロータリークラ
ブとの交流で段取りをしていただきました。国際は村
上君と横田副委員長、台北でも非常にお世話になりま
した。ありがとうございました。
最後に青少年奉仕委員会です。池田委員長とこのホテ
ルの浅野さん。青少年は７月、始まってからすぐいろ
いろな事業がありまして、『全道中学親善硬式野球大
会』『ロータリーカップ』『ＲＹＬＡ委員会』と青少年
に関わる取り組み、事業をかなり前から場所の確認、
審判の皆さんとのやり取りなど毎年のことになります
けれども精力的に動いて、全道から来られた皆さんに
喜んでいただく大会として終了をさせていただきまし
た。
この奉仕委員会は会員の皆さんの協力なくして運営は
できません。来年以降のスタッフの皆さんもスタート
を早くしなければならないことと全員一丸となって協
力体制を組まなければならないことがありますので、
ぜひ盛り上げた大会等を目指していただきたいと思い
ます。
このようなご時世です。われわれの活動は前半でほと
んど終了していますのでコロナの影響もなく、割とス
ムーズに運営できたのですけれども、次年度はいろい

ろ形を変えながら対応していかなければならないの
で、ぜひ全メンバーの協力の下で運営をしていただけ
たらと思っております。
今年１年間、会員の皆さまにご協力をいただきまして、
無事に奉仕プロジェクト委員会を終了することができ
ました。ありがとうございました。お礼を申し上げま
す。

ロータリー財団・奨学推進委員会佐藤尚彦委員長
代読　松井　聖治幹事

　佐藤大委員長は出
張のため釧路にいな
いということで、短
いメッセージですけ
れど預かっています
ので、代読をさせて
いただきます。
（代読）

　この１年間を振り返って大きく２点ほどの思い出が
ございます。１点は、当クラブよりガバナーが輩出さ
れた年度に大委員長の役職をさせていただけたことで
す。
　２点目は、後半、社業の都合やコロナの影響があっ
たにしろ細部に足りる出席がなかなかできなかったこ
とです。しかしながら、皆さまのご協力によりこの１
年間、貴重な経験をさせていただけたことに感謝をい
たします。

五十嵐 正弘副幹事
　皆さん、お疲れ様
です。１年間、「悪
い副幹事」と言われ
てきましたけれど
も、悪い副幹事なり
に松井幹事の指導の
下でなんとかゴール
が見えてきました。

本当にありがとうございました。今年、傍でいろいろ
勉強をさせてもらいましたけれども、まだまだ分から
ないことが多過ぎていろいろなことを学びたいと思っ
ております。
　次年度、また松井委員長の下、今度は副委員として
ロータリーの活動をさせていただくことになっており
ますので、今後ともよろしくお願い申し上げます。
本当に１年間、ありがとうございました。

水口　喜文副幹事
　改めまして、こんにちは。本年度副幹事を務めまし
た水口です。実質活動が１年半あったのですけれども、
今となっては当初長いと思いましたけれども、あっと

いう間の１年ちょっ
とでした。
天方会長、後藤副会
長、松井幹事におい
ては、なかなか出来
の悪い副幹事だった
のかもしれませんけ
れども、なんとか務
めを終わることができそうです。特に松井幹事におい
ては、年上の副幹事ということで、指示などやりづら
かったことが多々あったかと思います。本来、副幹事
がやる仕事も松井幹事がやってくれたのかもしれませ
ん。そういう面では本当に感謝申し上げます。
また、相棒の五十嵐副幹事においても、先ほど悪い幹
事とありましたけれども、どうしても仕事柄出張が多
い役職なものですから、その分、出て来た時にはしっ
かりとお互い分担をしてやることができました。非常
に良い相棒に恵まれたと思います。
受ける前に天方会長より「副幹をやるといろいろロー
タリーのことを覚えるぞ」と言われました。理事会も
出させていただきましたし、台湾も連れて行っていた
だきました。私はまだ３年目ですけれどもなんとなく
ロータリーのことが少し分かったような気がしており
ます。
来年も会報の委員長をと仰せつかっています。また出
席を高めていかないとダメなのか、ここが一番きつい
ところですけれども来年度もしっかりと出席をして、
写真撮り等を務めて、少しでも皆さんのお役に立ちた
いと思っています。今後ともどうぞよろしくお願いし
ます。
１年間、ありがとうございました。

後藤　公貴副会長
　改めまして、こん
にちは。もう２年ほ
ど前になるかもしれ
ません、天方会長よ
り「副会長を」とご
指名をいただきまし
た。僕なんかで務ま
るのかと年度当初に
皆さま方にお伝えをした記憶がございます。
　僕は、副会長の役割３つあると思っていました。ま
ずは、例会の進行を滞りなく行うこと。そして天方会
長の思い、活動の指針をしっかり目指すところに持っ
て行くための下支えをすること。また、メンバーの皆
さまが、このクラブの１年間の活動を楽しく行えるた
めの下支えになること。この３つを目標にやらせてい
ただきましたけれども、どうだったのでしょかね。来
週の『キャンドルパーティー』でお叱りをしっかりお

受けをさせていただきたいと思っています。
　そして、会長、幹事にはお詫びがあります。私が「副
会長の務めを」と言われたのは幹事を経験したことが
あったのかと思っていましたけれども、皆さんご存じ
のとおり、年度が始まる前に『ＰＥＴＳ・地区協議会』
という大きな大会があり、そちらで副幹事をさせてい
ただいて非常に没頭していたもので、なかなか松井幹
事のご相談にも乗れていなかった。そしてクラブの活
動の中でも『地区大会』で、先ほど土橋委員長からも
ありました式典部会のお手伝いをさせていただいて、
そちらに傾注をし過ぎたので、当初の半年間は何もで
きていないところが私の反省でした。これからのロー
タリーライフの中で、少しでもご恩返しができるよう
に、また、なんとか仲良くしていただければと思って
おります。
　最後になりますけれども、こういったコロナの状況
の中で、２月 28日に北海道で「緊急事態宣言」が出
されました。それから私どもの業界はご存じのとおり
大変な状況に追い込まれておりまして、当社も細かい
ことから削れるところは削りながら、チマチマ、チマ
チマやってなんとか従業員を守っていこうと考えてい
ます。今でもそれには変わらないのですけれど、不思
議とロータリークラブを辞めよう、休もう、という気
にはなりませんでした。それはやっぱりこのクラブの
中で、皆さんにお世話になったことと、このクラブが
好きだったことが大きな理由だったと思っています。
ガバナーを輩出した年ということで、皆さんも本当に
大きな大きな絆、接点を感じられているとおりに、い
つも以上に濃密な年を過ごせたのではないかと思っ
て、一生の思い出に残る年になったからこそ、そんな
気持ちになれたのかと思っています。
　来年からは、普通の平メンバーとして、目立たぬよ
うに、ハシャがぬように、皆さまの末席にいたいと思っ
ておりますので、あと 10日余り、今年の活動をなん
とか全うさせていただいて、これからも皆さまと末永
いお付き合いをさせていただければと思っておりま
す。
　まずは、来週の『キャンドルパーティー』を楽しみ
に、まずは 1年間どうもありがとうございました、
という言葉で締めさせていただきます。
誠にありがとうございました。

会長の時間



■ 本日のプログラム ■
一年間を振り返って

　　　　　　　　　　　天方　智順会長
　皆さま、こんにち
は。今年度の最後の
昼の挨拶をさせてい
ただきます。冒頭、
石鍋さんのお別れの
挨拶がありましたけ
れど、この５月、６
月、来月までかぶっ

て本当に異動が多いと感じております。
先ほど、武久会員とお話をしましたけれども、コロナ
のせいもあるのかと。各社さんのご事情があってそう
いう異動のシーズンが重なるのではないかというお話
です。
なんとなく、こうやって大挙して釧路からいなくなり
ますと、なにか地震が来る前に逃げ出す小さい動物み
たいに思える自分が、縁起でもないのですけれども、
そういうことも考えてしまいます。後任の方も無事赴
任されて入会されるやに聞いておりますので、それは
安心しておりますが、石鍋さんのお話にあったとおり
釧路でのご縁を大切にして、皆さん次の任地へ行って
いただければと思います。
今日は、もう一度スピーチの時間が与えられるようで

すので、最初の話はこれにて終了させていただきます。
今日も一日、よろしくお願いします。

転勤挨拶
株式会社NTT ドコモ北海道支社
釧路支店　支店長　石鍋　　斉君
　大変お世話になり
ます。ドコモ釧路支
店の石鍋です。７月
１日付けで本社のＣ
Ｓ推進部に異動をす
ることになりまし
た。ＣＳ推進部とは、
お客様からいただく
ご意見やご要望を分析・解析をして社内に展開してい
く部隊になります。
ロータリーの方は、わずか２年の活動でしたけれども、
私は 20数年サラリーマン活動をしている中で、ベス
ト３に入るぐらいの意義深い出来事だったと思ってお
ります。特に「地区大会」「ＰＥＴＳ」いろいろ参加
させていただきました。そんな中で、「留辺蘂」「興部」
を読めるようになりました。「谷地坊主」は何かよく
分かりました。そのようなこともありました。

ロータリーに来ていますと、私より大先輩である皆さ
ま、特に社会的地位も名誉もある皆さま方が一生懸命
「釧路のために何かできないか」と取り組まれている
姿を見て本当に感銘を受けております。
私は、東京生まれ、東京育ちですので、東京以外ほと
んど知らないのですけれども、東京で東京のために何
かをしようと今まで一度も思ったこともないです。そ
ういうことは行政がやることであって、われわれ一般
市民が何かをやることではないと思っていましたけれ
ど、こちらへ来て「釧路をどうにかしよう」と皆さん
が取り組まれている姿勢を見て、少し違うのだと。自
分もロータリーの活動の中で、少しでも釧路の役に
立ったと思えることがあったので、そういう時はこう
いう活動が大事だということを改めて痛感した次第で
あります。
その土地に住まわれているお一人お一人がその街のた
めに何か小さなことでもやって行くことは本当に大事
だと思いまして、私も東京へ帰ってからもこういう活
動はぜひ続けていきたいと思っています。
自分なりに釧路で何か貢献できることはないかと思
い、このロータリーでもご紹介がありましたDV女性
被害者支援の「駆け込みシェルター釧路」に自分がい
ま持っている家財道具一式を全部寄付して行こうと
思っています。たいした物ではないですけれども少し
でも釧路のお役に立てたらいいと思いました。これも
やはりロータリーの活動をやっていたからそんな気持
ちになったので、おそらく東京から来た時ときは、そ
んな気持ちは全然なかったと思います。それこそ現金
に換えて持って帰ろうと思っていましたけれども、そ
こは釧路のために少しでもお役に立てればとやってい
きたいと思います。
東京へ戻りましても吉田潤司ガバナーからいただきま
したこの『４つのテストのカード』をしっかり胸に刻
んで東京の本社で頑張りたいと思いますので、引き続
きご指導･ご支援をよろしくお願いいたします。本当
にありがとうございました。

天方　智順会長
　『１年を振り返っ
て』ということです
けれど、なんとなく
皆さんと気持ちは一
緒なのではないかと
思っております。吉
田潤司ガバナーを輩
出するクラブとし

て、責任ある会長として、年度として、一生懸命やら
せていただいたつもりです。

『ＰＲＴＳ・地区大会』などいろいろありましたけれど、
その時にも申し上げましたけれど、ガバナー輩出のク
ラブ会長は、なんとなく大変なようなのですけれど、
本当に大変なのは各ファンクションで動いている人た
ちだと思っています。私は「スピーチさえしていただ
ければ良いです」みたいなことがあったので楽をさせ
ていただきました、と言ったら語弊があるかもしれま
せんが、もう少し自分も何かできたのではないかと
思って反省をしております。
　今年は、コロナ騒ぎがありましたので残念なところ
がありましたが、自分で一番こだわっているのは、
「やっぱりロータリーは例会をやってなんぼの団体だ」
と思います。他団体は、いろいろな事業やセミナーを
やっているようですけれど、ロータリーは例会をやっ
てこそロータリーだと思います。新入会員が認証され
るのは例会をもって認証されますので、ようするに理
事会で通ったから入会ではないのです。例会で入会と
なります。そのおかげで本当は４月・５月ぐらいに入
会をしていただける方たちにお待ちしていただいたの
があって、舟木年度にしわ寄せが行ってしまいまして
申し訳なく思います。
とにかく良かったことがいくつかあるのです。１つは、
どちらかというと旅行嫌いの妻が一緒に台北に行って
くれたことです。10月の『地区大会』で、台北中央
クラブのご一行が見えた時に、ティコ会長の奥さんと
なぜか妻が仲良しになって、本当は「台北は行かない。
ハワイに行く」と言っていた妻が台北に行ってくれま
した。帰りに空港で携帯電話を忘れましたけれど、夫
としては妻が一緒に行ってくれて本当に良かったと
思っております。全てロータリーのおかげです。あり
がとうございます。
残念なことは２つです。１つは、ちょっと言いました
けれど『ハワイ大会』へ行けなかったことです。私は
ハワイに行ったことがないのです。吉田潤司ガバナー
と一緒に皆さんでハワイへ行きたくてしょうがなく
て、ハワイの本まで買って意気揚々と用意をしていま
したけれど、このようなことになって残念に思います。
もう１つは、ずっと思っていましたけれど、キャッス
ルホテルのスタッフにお願いをしていたのですけれど
「昼飯にカツカレーを出せ」と。今日までやってくれ
ませんでした。次年度以降，舟木さん、よろしくお願
いします。
なにはともあれ、来週もありますけれど、こうやって
クラブの代表として笑顔でこの場に立てて本当に幸せ
に思っております。
７月からは直前会長ですが、陰で舟木エレクトを地味
に支えて頑張りたいと思います。
本当に１年間、ありがとうございました。

松井　聖治幹事
　こんにちは。やっ
と待ちに待ったこの
例会がやってまいり
ました。ちょうど昨
年の前浅川幹事がこ
の例会でスピーチを
されているのを見
て、早くこの例会が

やって来てくれる日だけを待ち望んで１年間、幹事活
動をしてきたなと思っております。本当はこの例会で
燃え尽きている予定だったのですけれど、先ほど会長
からもありましたとおり最後の数カ月はコロナのせい
で、楽しみにしていた例会や楽しみにしていた事業が
開催できないところがあって少し消化不良なところが
あるのですけれど、その分、ちょっとコロナに振り回
されて疲れたので、ちょうど良い時期かと思っており
ます。
　幹事をしていて一番嬉しかったことというかモチ
ベーションが保てたのは、今日もそうですけれど、例
会に多くのメンバーが出席をしてくださること、これ
がやっぱり一番幹事をしていて嬉しかったと思ってお
ります。日にちによっては出席できない日や、または
コロナのせいで例会内容がころころ変わったそんな例
会の時も、今日はあまり来ていただけないかと思う例
会も始まってみるとほぼほぼ席が埋まっているという
状態。いつも１年間を通して出席をしてくださったメ
ンバーの皆さま方に本当に心から感謝を申し上げたい
と思っております。出席していただけたので、それを
モチベーションに１年間なんとか幹事としてやってこ
られたのかと思っております。心から感謝・感謝でご
ざいます。本当に感謝する人はたくさんいます。
こんな僕を幹事に指名をしていただきました天方会長
には感謝を申し上げます。と、ともにこの１年間、要
所・要所で素晴らしいアドバイスをくれた後藤副会長、
そしてＪＣでは先輩ですけれどロータリーの副幹事と
してお手伝いをいただきました五十嵐さん・水口さん
のお二方、それと予定者のときからお世話になりまし
た事務局員の青島さん、本当にどうもありがとうござ
いました。本当にお礼を一人一人言わなければいけな
いぐらいたくさんの感謝がありますけれど、そのお礼
はこの後の長いロータリー生活で少しずつ少しずつ返
していけたらと思っております。
これからもぜひご指導ご鞭撻を賜りますようにお願い
をしまして、来週もう１週ありますので、ぜひ来週も
多くの方に出席をしていただくようにお願い申し上げ
まして、大変簡単ですけれど１年を振り返っての幹事
の挨拶とさせていただきます。
　１年間、本当にお世話になりました。ありがとうご
ざいました。

クラブ運営委員会　土橋　賢一委員長
　皆さん、こんに
ちは。クラブ運営
委員会の土橋です。
『今年度を振り返っ
て』ということで。
今年は吉田潤司ガ
バナー輩出の年で
すから、通常の釧
路ロータリークラブの活動の他に『地区大会』の実行
委員会も配属になりますから２本立てになるのだろう
から忙しくなると。
市橋委員長が率います親睦委員会は、『地区大会』で
は食事と懇親部会。大懇親会で真っ赤な顔をして炉端
焼きをやって、炭火で赤いのかビールを飲んで赤いの
かちょっと分かりませんけれども、それが終わって、
皆さんは椅子に座って放心状態だったですね。「もう
やり切った」という顔をしていました。いまだにそれ
が思い出されます。
　出席委員会の吉田委員長と古谷副委員長には会場設
営委員会をやっていただいたのです。これがまた会場
設営だけではなくて、ポスターの発注や当日の会場の
運営など多岐にわたることを一生懸命にやっていただ
きました。その中で、転勤された北電の馬場さんが率
いる転勤族の皆さんにおもしろいエピソードがひとつ
ありました。蝦名市長がステージに上がる時に、日銀
の熊谷支店長がエスコートをしました。はじめ、蝦名
市長は気づいていなかったと思うのですけれど、後ろ
を振り返って、戻って、もう一度見ました。これはお
もしろいと思いました。石鍋さん、本当にご苦労さま
でした。ありがとうございます。東京へ行ってもご活
躍ください。
　この『地区大会』が成功できたのは、後藤副会長の
シナリオと綿密なリハーサルがなければこの大会は成
功しなかっただろうと思っています。あと、司会をやっ
た池田いずみさんと小林君は、プログラム委員会が毎
月例会をやった中での司会ですから素晴らしいと今も
つくづく思っております。
　一番思うことは、吉田ガバナーと天方会長が、年が
明けてからコロナのせいで活動ができていませんか
ら、すごく無念な思い、やり残した思いが強いのでは
ないかと思っています。よければもう１回やってくだ
さい。微力ですけれどお手伝いしますので。
なにはともあれ、あと１週、クラブ運営委員会・親睦
委員会の『キャンドルパーティー』で締めくくります。
たくさんの皆さんのご参加をお願いいたしまして、皆
さん、本当に１年間、お世話になりました。ありがと
うございます。

クラブ広報・会員組織委員会　杉山　宏司委員長　
　皆さん、こんにち
は。クラブ広報・会
員組織委員会の杉山
です。私は大委員長
として、理事として
今回初めて大任を任
されたものですから
戸惑うことや分から

ないことが多々ある中で、田中副委員長には数々のア
ドバイスをいただきまして本当にありがとうございま
した。
　私どもの委員会は、３つの委員会になっております。
まずクラブ会報・雑誌委員会は、清水輝彦委員長にお
願いしました。今年度は、昨年から続いてホームペー
ジをリニューアルして、例会後すみやかに掲載するよ
うにやっていただきました。また、昨年から引き続い
ております「会員紹介」で、大変お忙しい中、清水委
員長に頑張っていただき、６人の方を紹介させていた
だきました。清水さん、本当にありがとうございまし
た。
　続きまして、会員増強･選考･職業分類委員会ですが、
高橋委員長にお願いしました。新年度早々の８月に「新
入会員対象者を迎えて」ということで、お忙しい中で
やっていただきました。当日は４名の会員のロータリ
アンに講話をしていただき、新入会員の皆さまに少し
でも参考になったのではないかと思います。高橋委員
長の素晴らしい進行で例会も大いに盛り上がりまし
た。ありがとうございました。
　もう１つはクラブ研修委員会です。こちらは木下委
員長です。「釧路ロータリークラブの目指す方向は」
と題して情報集会を開催いたしました。今後のクラブ
の活動の方向性が少し見えた例会ではなかったかと思
います。また、同じ月に『ＲＬＩ』に続いて小船井パ
ストガバナーに講演をいただきました。その後、邵パ
スト会長から『ＲＬＩに参加して』の体験談と感想を
お話ししていただきました。
私もなかなか出番がなくて本当に皆さんにお世話に
なって、この場で感謝しております。今は、大きなボ
ロを出さずに終わったところで、なんとかホッとして
います。皆さんのご協力で１年間、なんとか終えたこ
とを大変ありがたく思っております。心から感謝申し
上げます。ありがとうございました。

奉仕プロジェクト委員会　川本　和之委員長
　皆さん、こんにちは。奉仕プロジェクト委員会、私
と米本君の２人が担当させていただきまして、４つの
委員会にお力添えをいただきました。
奉仕プロジェクト委員会とは、ロータリーの奉仕の精
神を対外的に表現したり、または継続の事業があった

り、またはこの釧路地域であったり世界全般にわたっ
てその奉仕をどのよ
うにやっていくのか
を知っていただく委
員会です。そう考え
ると、ロータリーク
ラブの中でも特に対
外的に重要な委員会
と思っています。
　今年の委員会の概要を説明させていただきます。社
会奉仕委員会です。阿部委員長、山原君のお二人にお
願いをしました。これは 80周年で釧路市内の小中学
生に『数学検定』を贈与しようと始まって今年で３年
目。来年以降、継続して進めるかは次年度が考えてい
ただければ良いのですけれども、今年約 900 名の生
徒さんに数学検定を行わせていただきました。この中
で、先生の管理も少し手不足なるということで、ロー
タリアンの４名にお手伝いをいただき無事に数学検定
をさせていただきました。
　続きまして、職業奉仕は、古谷委員長と小林さん。
小林さんは転勤をされましたけれども年２回の職場訪
問で計画をしました。北電の職場訪問、これはブラッ
クアウトの検証ということで、その後どのような対応
をしているかということで実施。本来４月にはＪＲの
職場訪問予定でしたけれども、これはコロナの関係で
中止になっております。
国際奉仕委員会は、今までいろいろな地域に 2500 地
区とタイアップをして浄水器などいろいろな物を贈呈
したのですけれども、今年は台北中央ロータリークラ
ブとの交流で段取りをしていただきました。国際は村
上君と横田副委員長、台北でも非常にお世話になりま
した。ありがとうございました。
最後に青少年奉仕委員会です。池田委員長とこのホテ
ルの浅野さん。青少年は７月、始まってからすぐいろ
いろな事業がありまして、『全道中学親善硬式野球大
会』『ロータリーカップ』『ＲＹＬＡ委員会』と青少年
に関わる取り組み、事業をかなり前から場所の確認、
審判の皆さんとのやり取りなど毎年のことになります
けれども精力的に動いて、全道から来られた皆さんに
喜んでいただく大会として終了をさせていただきまし
た。
この奉仕委員会は会員の皆さんの協力なくして運営は
できません。来年以降のスタッフの皆さんもスタート
を早くしなければならないことと全員一丸となって協
力体制を組まなければならないことがありますので、
ぜひ盛り上げた大会等を目指していただきたいと思い
ます。
このようなご時世です。われわれの活動は前半でほと
んど終了していますのでコロナの影響もなく、割とス
ムーズに運営できたのですけれども、次年度はいろい

ろ形を変えながら対応していかなければならないの
で、ぜひ全メンバーの協力の下で運営をしていただけ
たらと思っております。
今年１年間、会員の皆さまにご協力をいただきまして、
無事に奉仕プロジェクト委員会を終了することができ
ました。ありがとうございました。お礼を申し上げま
す。

ロータリー財団・奨学推進委員会佐藤尚彦委員長
代読　松井　聖治幹事

　佐藤大委員長は出
張のため釧路にいな
いということで、短
いメッセージですけ
れど預かっています
ので、代読をさせて
いただきます。
（代読）

　この１年間を振り返って大きく２点ほどの思い出が
ございます。１点は、当クラブよりガバナーが輩出さ
れた年度に大委員長の役職をさせていただけたことで
す。
　２点目は、後半、社業の都合やコロナの影響があっ
たにしろ細部に足りる出席がなかなかできなかったこ
とです。しかしながら、皆さまのご協力によりこの１
年間、貴重な経験をさせていただけたことに感謝をい
たします。

五十嵐 正弘副幹事
　皆さん、お疲れ様
です。１年間、「悪
い副幹事」と言われ
てきましたけれど
も、悪い副幹事なり
に松井幹事の指導の
下でなんとかゴール
が見えてきました。

本当にありがとうございました。今年、傍でいろいろ
勉強をさせてもらいましたけれども、まだまだ分から
ないことが多過ぎていろいろなことを学びたいと思っ
ております。
　次年度、また松井委員長の下、今度は副委員として
ロータリーの活動をさせていただくことになっており
ますので、今後ともよろしくお願い申し上げます。
本当に１年間、ありがとうございました。

水口　喜文副幹事
　改めまして、こんにちは。本年度副幹事を務めまし
た水口です。実質活動が１年半あったのですけれども、
今となっては当初長いと思いましたけれども、あっと

いう間の１年ちょっ
とでした。
天方会長、後藤副会
長、松井幹事におい
ては、なかなか出来
の悪い副幹事だった
のかもしれませんけ
れども、なんとか務
めを終わることができそうです。特に松井幹事におい
ては、年上の副幹事ということで、指示などやりづら
かったことが多々あったかと思います。本来、副幹事
がやる仕事も松井幹事がやってくれたのかもしれませ
ん。そういう面では本当に感謝申し上げます。
また、相棒の五十嵐副幹事においても、先ほど悪い幹
事とありましたけれども、どうしても仕事柄出張が多
い役職なものですから、その分、出て来た時にはしっ
かりとお互い分担をしてやることができました。非常
に良い相棒に恵まれたと思います。
受ける前に天方会長より「副幹をやるといろいろロー
タリーのことを覚えるぞ」と言われました。理事会も
出させていただきましたし、台湾も連れて行っていた
だきました。私はまだ３年目ですけれどもなんとなく
ロータリーのことが少し分かったような気がしており
ます。
来年も会報の委員長をと仰せつかっています。また出
席を高めていかないとダメなのか、ここが一番きつい
ところですけれども来年度もしっかりと出席をして、
写真撮り等を務めて、少しでも皆さんのお役に立ちた
いと思っています。今後ともどうぞよろしくお願いし
ます。
１年間、ありがとうございました。

後藤　公貴副会長
　改めまして、こん
にちは。もう２年ほ
ど前になるかもしれ
ません、天方会長よ
り「副会長を」とご
指名をいただきまし
た。僕なんかで務ま
るのかと年度当初に
皆さま方にお伝えをした記憶がございます。
　僕は、副会長の役割３つあると思っていました。ま
ずは、例会の進行を滞りなく行うこと。そして天方会
長の思い、活動の指針をしっかり目指すところに持っ
て行くための下支えをすること。また、メンバーの皆
さまが、このクラブの１年間の活動を楽しく行えるた
めの下支えになること。この３つを目標にやらせてい
ただきましたけれども、どうだったのでしょかね。来
週の『キャンドルパーティー』でお叱りをしっかりお

受けをさせていただきたいと思っています。
　そして、会長、幹事にはお詫びがあります。私が「副
会長の務めを」と言われたのは幹事を経験したことが
あったのかと思っていましたけれども、皆さんご存じ
のとおり、年度が始まる前に『ＰＥＴＳ・地区協議会』
という大きな大会があり、そちらで副幹事をさせてい
ただいて非常に没頭していたもので、なかなか松井幹
事のご相談にも乗れていなかった。そしてクラブの活
動の中でも『地区大会』で、先ほど土橋委員長からも
ありました式典部会のお手伝いをさせていただいて、
そちらに傾注をし過ぎたので、当初の半年間は何もで
きていないところが私の反省でした。これからのロー
タリーライフの中で、少しでもご恩返しができるよう
に、また、なんとか仲良くしていただければと思って
おります。
　最後になりますけれども、こういったコロナの状況
の中で、２月 28日に北海道で「緊急事態宣言」が出
されました。それから私どもの業界はご存じのとおり
大変な状況に追い込まれておりまして、当社も細かい
ことから削れるところは削りながら、チマチマ、チマ
チマやってなんとか従業員を守っていこうと考えてい
ます。今でもそれには変わらないのですけれど、不思
議とロータリークラブを辞めよう、休もう、という気
にはなりませんでした。それはやっぱりこのクラブの
中で、皆さんにお世話になったことと、このクラブが
好きだったことが大きな理由だったと思っています。
ガバナーを輩出した年ということで、皆さんも本当に
大きな大きな絆、接点を感じられているとおりに、い
つも以上に濃密な年を過ごせたのではないかと思っ
て、一生の思い出に残る年になったからこそ、そんな
気持ちになれたのかと思っています。
　来年からは、普通の平メンバーとして、目立たぬよ
うに、ハシャがぬように、皆さまの末席にいたいと思っ
ておりますので、あと 10日余り、今年の活動をなん
とか全うさせていただいて、これからも皆さまと末永
いお付き合いをさせていただければと思っておりま
す。
　まずは、来週の『キャンドルパーティー』を楽しみ
に、まずは 1年間どうもありがとうございました、
という言葉で締めさせていただきます。
誠にありがとうございました。



　　　　　　　　　　　天方　智順会長
　皆さま、こんにち
は。今年度の最後の
昼の挨拶をさせてい
ただきます。冒頭、
石鍋さんのお別れの
挨拶がありましたけ
れど、この５月、６
月、来月までかぶっ

て本当に異動が多いと感じております。
先ほど、武久会員とお話をしましたけれども、コロナ
のせいもあるのかと。各社さんのご事情があってそう
いう異動のシーズンが重なるのではないかというお話
です。
なんとなく、こうやって大挙して釧路からいなくなり
ますと、なにか地震が来る前に逃げ出す小さい動物み
たいに思える自分が、縁起でもないのですけれども、
そういうことも考えてしまいます。後任の方も無事赴
任されて入会されるやに聞いておりますので、それは
安心しておりますが、石鍋さんのお話にあったとおり
釧路でのご縁を大切にして、皆さん次の任地へ行って
いただければと思います。
今日は、もう一度スピーチの時間が与えられるようで

すので、最初の話はこれにて終了させていただきます。
今日も一日、よろしくお願いします。

転勤挨拶
株式会社NTT ドコモ北海道支社
釧路支店　支店長　石鍋　　斉君
　大変お世話になり
ます。ドコモ釧路支
店の石鍋です。７月
１日付けで本社のＣ
Ｓ推進部に異動をす
ることになりまし
た。ＣＳ推進部とは、
お客様からいただく
ご意見やご要望を分析・解析をして社内に展開してい
く部隊になります。
ロータリーの方は、わずか２年の活動でしたけれども、
私は 20数年サラリーマン活動をしている中で、ベス
ト３に入るぐらいの意義深い出来事だったと思ってお
ります。特に「地区大会」「ＰＥＴＳ」いろいろ参加
させていただきました。そんな中で、「留辺蘂」「興部」
を読めるようになりました。「谷地坊主」は何かよく
分かりました。そのようなこともありました。

ロータリーに来ていますと、私より大先輩である皆さ
ま、特に社会的地位も名誉もある皆さま方が一生懸命
「釧路のために何かできないか」と取り組まれている
姿を見て本当に感銘を受けております。
私は、東京生まれ、東京育ちですので、東京以外ほと
んど知らないのですけれども、東京で東京のために何
かをしようと今まで一度も思ったこともないです。そ
ういうことは行政がやることであって、われわれ一般
市民が何かをやることではないと思っていましたけれ
ど、こちらへ来て「釧路をどうにかしよう」と皆さん
が取り組まれている姿勢を見て、少し違うのだと。自
分もロータリーの活動の中で、少しでも釧路の役に
立ったと思えることがあったので、そういう時はこう
いう活動が大事だということを改めて痛感した次第で
あります。
その土地に住まわれているお一人お一人がその街のた
めに何か小さなことでもやって行くことは本当に大事
だと思いまして、私も東京へ帰ってからもこういう活
動はぜひ続けていきたいと思っています。
自分なりに釧路で何か貢献できることはないかと思
い、このロータリーでもご紹介がありましたDV女性
被害者支援の「駆け込みシェルター釧路」に自分がい
ま持っている家財道具一式を全部寄付して行こうと
思っています。たいした物ではないですけれども少し
でも釧路のお役に立てたらいいと思いました。これも
やはりロータリーの活動をやっていたからそんな気持
ちになったので、おそらく東京から来た時ときは、そ
んな気持ちは全然なかったと思います。それこそ現金
に換えて持って帰ろうと思っていましたけれども、そ
こは釧路のために少しでもお役に立てればとやってい
きたいと思います。
東京へ戻りましても吉田潤司ガバナーからいただきま
したこの『４つのテストのカード』をしっかり胸に刻
んで東京の本社で頑張りたいと思いますので、引き続
きご指導･ご支援をよろしくお願いいたします。本当
にありがとうございました。

天方　智順会長
　『１年を振り返っ
て』ということです
けれど、なんとなく
皆さんと気持ちは一
緒なのではないかと
思っております。吉
田潤司ガバナーを輩
出するクラブとし

て、責任ある会長として、年度として、一生懸命やら
せていただいたつもりです。

『ＰＲＴＳ・地区大会』などいろいろありましたけれど、
その時にも申し上げましたけれど、ガバナー輩出のク
ラブ会長は、なんとなく大変なようなのですけれど、
本当に大変なのは各ファンクションで動いている人た
ちだと思っています。私は「スピーチさえしていただ
ければ良いです」みたいなことがあったので楽をさせ
ていただきました、と言ったら語弊があるかもしれま
せんが、もう少し自分も何かできたのではないかと
思って反省をしております。
　今年は、コロナ騒ぎがありましたので残念なところ
がありましたが、自分で一番こだわっているのは、
「やっぱりロータリーは例会をやってなんぼの団体だ」
と思います。他団体は、いろいろな事業やセミナーを
やっているようですけれど、ロータリーは例会をやっ
てこそロータリーだと思います。新入会員が認証され
るのは例会をもって認証されますので、ようするに理
事会で通ったから入会ではないのです。例会で入会と
なります。そのおかげで本当は４月・５月ぐらいに入
会をしていただける方たちにお待ちしていただいたの
があって、舟木年度にしわ寄せが行ってしまいまして
申し訳なく思います。
とにかく良かったことがいくつかあるのです。１つは、
どちらかというと旅行嫌いの妻が一緒に台北に行って
くれたことです。10月の『地区大会』で、台北中央
クラブのご一行が見えた時に、ティコ会長の奥さんと
なぜか妻が仲良しになって、本当は「台北は行かない。
ハワイに行く」と言っていた妻が台北に行ってくれま
した。帰りに空港で携帯電話を忘れましたけれど、夫
としては妻が一緒に行ってくれて本当に良かったと
思っております。全てロータリーのおかげです。あり
がとうございます。
残念なことは２つです。１つは、ちょっと言いました
けれど『ハワイ大会』へ行けなかったことです。私は
ハワイに行ったことがないのです。吉田潤司ガバナー
と一緒に皆さんでハワイへ行きたくてしょうがなく
て、ハワイの本まで買って意気揚々と用意をしていま
したけれど、このようなことになって残念に思います。
もう１つは、ずっと思っていましたけれど、キャッス
ルホテルのスタッフにお願いをしていたのですけれど
「昼飯にカツカレーを出せ」と。今日までやってくれ
ませんでした。次年度以降，舟木さん、よろしくお願
いします。
なにはともあれ、来週もありますけれど、こうやって
クラブの代表として笑顔でこの場に立てて本当に幸せ
に思っております。
７月からは直前会長ですが、陰で舟木エレクトを地味
に支えて頑張りたいと思います。
本当に１年間、ありがとうございました。

松井　聖治幹事
　こんにちは。やっ
と待ちに待ったこの
例会がやってまいり
ました。ちょうど昨
年の前浅川幹事がこ
の例会でスピーチを
されているのを見
て、早くこの例会が

やって来てくれる日だけを待ち望んで１年間、幹事活
動をしてきたなと思っております。本当はこの例会で
燃え尽きている予定だったのですけれど、先ほど会長
からもありましたとおり最後の数カ月はコロナのせい
で、楽しみにしていた例会や楽しみにしていた事業が
開催できないところがあって少し消化不良なところが
あるのですけれど、その分、ちょっとコロナに振り回
されて疲れたので、ちょうど良い時期かと思っており
ます。
　幹事をしていて一番嬉しかったことというかモチ
ベーションが保てたのは、今日もそうですけれど、例
会に多くのメンバーが出席をしてくださること、これ
がやっぱり一番幹事をしていて嬉しかったと思ってお
ります。日にちによっては出席できない日や、または
コロナのせいで例会内容がころころ変わったそんな例
会の時も、今日はあまり来ていただけないかと思う例
会も始まってみるとほぼほぼ席が埋まっているという
状態。いつも１年間を通して出席をしてくださったメ
ンバーの皆さま方に本当に心から感謝を申し上げたい
と思っております。出席していただけたので、それを
モチベーションに１年間なんとか幹事としてやってこ
られたのかと思っております。心から感謝・感謝でご
ざいます。本当に感謝する人はたくさんいます。
こんな僕を幹事に指名をしていただきました天方会長
には感謝を申し上げます。と、ともにこの１年間、要
所・要所で素晴らしいアドバイスをくれた後藤副会長、
そしてＪＣでは先輩ですけれどロータリーの副幹事と
してお手伝いをいただきました五十嵐さん・水口さん
のお二方、それと予定者のときからお世話になりまし
た事務局員の青島さん、本当にどうもありがとうござ
いました。本当にお礼を一人一人言わなければいけな
いぐらいたくさんの感謝がありますけれど、そのお礼
はこの後の長いロータリー生活で少しずつ少しずつ返
していけたらと思っております。
これからもぜひご指導ご鞭撻を賜りますようにお願い
をしまして、来週もう１週ありますので、ぜひ来週も
多くの方に出席をしていただくようにお願い申し上げ
まして、大変簡単ですけれど１年を振り返っての幹事
の挨拶とさせていただきます。
　１年間、本当にお世話になりました。ありがとうご
ざいました。

クラブ運営委員会　土橋　賢一委員長
　皆さん、こんに
ちは。クラブ運営
委員会の土橋です。
『今年度を振り返っ
て』ということで。
今年は吉田潤司ガ
バナー輩出の年で
すから、通常の釧
路ロータリークラブの活動の他に『地区大会』の実行
委員会も配属になりますから２本立てになるのだろう
から忙しくなると。
市橋委員長が率います親睦委員会は、『地区大会』で
は食事と懇親部会。大懇親会で真っ赤な顔をして炉端
焼きをやって、炭火で赤いのかビールを飲んで赤いの
かちょっと分かりませんけれども、それが終わって、
皆さんは椅子に座って放心状態だったですね。「もう
やり切った」という顔をしていました。いまだにそれ
が思い出されます。
　出席委員会の吉田委員長と古谷副委員長には会場設
営委員会をやっていただいたのです。これがまた会場
設営だけではなくて、ポスターの発注や当日の会場の
運営など多岐にわたることを一生懸命にやっていただ
きました。その中で、転勤された北電の馬場さんが率
いる転勤族の皆さんにおもしろいエピソードがひとつ
ありました。蝦名市長がステージに上がる時に、日銀
の熊谷支店長がエスコートをしました。はじめ、蝦名
市長は気づいていなかったと思うのですけれど、後ろ
を振り返って、戻って、もう一度見ました。これはお
もしろいと思いました。石鍋さん、本当にご苦労さま
でした。ありがとうございます。東京へ行ってもご活
躍ください。
　この『地区大会』が成功できたのは、後藤副会長の
シナリオと綿密なリハーサルがなければこの大会は成
功しなかっただろうと思っています。あと、司会をやっ
た池田いずみさんと小林君は、プログラム委員会が毎
月例会をやった中での司会ですから素晴らしいと今も
つくづく思っております。
　一番思うことは、吉田ガバナーと天方会長が、年が
明けてからコロナのせいで活動ができていませんか
ら、すごく無念な思い、やり残した思いが強いのでは
ないかと思っています。よければもう１回やってくだ
さい。微力ですけれどお手伝いしますので。
なにはともあれ、あと１週、クラブ運営委員会・親睦
委員会の『キャンドルパーティー』で締めくくります。
たくさんの皆さんのご参加をお願いいたしまして、皆
さん、本当に１年間、お世話になりました。ありがと
うございます。

クラブ広報・会員組織委員会　杉山　宏司委員長　
　皆さん、こんにち
は。クラブ広報・会
員組織委員会の杉山
です。私は大委員長
として、理事として
今回初めて大任を任
されたものですから
戸惑うことや分から

ないことが多々ある中で、田中副委員長には数々のア
ドバイスをいただきまして本当にありがとうございま
した。
　私どもの委員会は、３つの委員会になっております。
まずクラブ会報・雑誌委員会は、清水輝彦委員長にお
願いしました。今年度は、昨年から続いてホームペー
ジをリニューアルして、例会後すみやかに掲載するよ
うにやっていただきました。また、昨年から引き続い
ております「会員紹介」で、大変お忙しい中、清水委
員長に頑張っていただき、６人の方を紹介させていた
だきました。清水さん、本当にありがとうございまし
た。
　続きまして、会員増強･選考･職業分類委員会ですが、
高橋委員長にお願いしました。新年度早々の８月に「新
入会員対象者を迎えて」ということで、お忙しい中で
やっていただきました。当日は４名の会員のロータリ
アンに講話をしていただき、新入会員の皆さまに少し
でも参考になったのではないかと思います。高橋委員
長の素晴らしい進行で例会も大いに盛り上がりまし
た。ありがとうございました。
　もう１つはクラブ研修委員会です。こちらは木下委
員長です。「釧路ロータリークラブの目指す方向は」
と題して情報集会を開催いたしました。今後のクラブ
の活動の方向性が少し見えた例会ではなかったかと思
います。また、同じ月に『ＲＬＩ』に続いて小船井パ
ストガバナーに講演をいただきました。その後、邵パ
スト会長から『ＲＬＩに参加して』の体験談と感想を
お話ししていただきました。
私もなかなか出番がなくて本当に皆さんにお世話に
なって、この場で感謝しております。今は、大きなボ
ロを出さずに終わったところで、なんとかホッとして
います。皆さんのご協力で１年間、なんとか終えたこ
とを大変ありがたく思っております。心から感謝申し
上げます。ありがとうございました。

奉仕プロジェクト委員会　川本　和之委員長
　皆さん、こんにちは。奉仕プロジェクト委員会、私
と米本君の２人が担当させていただきまして、４つの
委員会にお力添えをいただきました。
奉仕プロジェクト委員会とは、ロータリーの奉仕の精
神を対外的に表現したり、または継続の事業があった

り、またはこの釧路地域であったり世界全般にわたっ
てその奉仕をどのよ
うにやっていくのか
を知っていただく委
員会です。そう考え
ると、ロータリーク
ラブの中でも特に対
外的に重要な委員会
と思っています。
　今年の委員会の概要を説明させていただきます。社
会奉仕委員会です。阿部委員長、山原君のお二人にお
願いをしました。これは 80周年で釧路市内の小中学
生に『数学検定』を贈与しようと始まって今年で３年
目。来年以降、継続して進めるかは次年度が考えてい
ただければ良いのですけれども、今年約 900 名の生
徒さんに数学検定を行わせていただきました。この中
で、先生の管理も少し手不足なるということで、ロー
タリアンの４名にお手伝いをいただき無事に数学検定
をさせていただきました。
　続きまして、職業奉仕は、古谷委員長と小林さん。
小林さんは転勤をされましたけれども年２回の職場訪
問で計画をしました。北電の職場訪問、これはブラッ
クアウトの検証ということで、その後どのような対応
をしているかということで実施。本来４月にはＪＲの
職場訪問予定でしたけれども、これはコロナの関係で
中止になっております。
国際奉仕委員会は、今までいろいろな地域に 2500 地
区とタイアップをして浄水器などいろいろな物を贈呈
したのですけれども、今年は台北中央ロータリークラ
ブとの交流で段取りをしていただきました。国際は村
上君と横田副委員長、台北でも非常にお世話になりま
した。ありがとうございました。
最後に青少年奉仕委員会です。池田委員長とこのホテ
ルの浅野さん。青少年は７月、始まってからすぐいろ
いろな事業がありまして、『全道中学親善硬式野球大
会』『ロータリーカップ』『ＲＹＬＡ委員会』と青少年
に関わる取り組み、事業をかなり前から場所の確認、
審判の皆さんとのやり取りなど毎年のことになります
けれども精力的に動いて、全道から来られた皆さんに
喜んでいただく大会として終了をさせていただきまし
た。
この奉仕委員会は会員の皆さんの協力なくして運営は
できません。来年以降のスタッフの皆さんもスタート
を早くしなければならないことと全員一丸となって協
力体制を組まなければならないことがありますので、
ぜひ盛り上げた大会等を目指していただきたいと思い
ます。
このようなご時世です。われわれの活動は前半でほと
んど終了していますのでコロナの影響もなく、割とス
ムーズに運営できたのですけれども、次年度はいろい

ろ形を変えながら対応していかなければならないの
で、ぜひ全メンバーの協力の下で運営をしていただけ
たらと思っております。
今年１年間、会員の皆さまにご協力をいただきまして、
無事に奉仕プロジェクト委員会を終了することができ
ました。ありがとうございました。お礼を申し上げま
す。

ロータリー財団・奨学推進委員会佐藤尚彦委員長
代読　松井　聖治幹事

　佐藤大委員長は出
張のため釧路にいな
いということで、短
いメッセージですけ
れど預かっています
ので、代読をさせて
いただきます。
（代読）

　この１年間を振り返って大きく２点ほどの思い出が
ございます。１点は、当クラブよりガバナーが輩出さ
れた年度に大委員長の役職をさせていただけたことで
す。
　２点目は、後半、社業の都合やコロナの影響があっ
たにしろ細部に足りる出席がなかなかできなかったこ
とです。しかしながら、皆さまのご協力によりこの１
年間、貴重な経験をさせていただけたことに感謝をい
たします。

五十嵐 正弘副幹事
　皆さん、お疲れ様
です。１年間、「悪
い副幹事」と言われ
てきましたけれど
も、悪い副幹事なり
に松井幹事の指導の
下でなんとかゴール
が見えてきました。

本当にありがとうございました。今年、傍でいろいろ
勉強をさせてもらいましたけれども、まだまだ分から
ないことが多過ぎていろいろなことを学びたいと思っ
ております。
　次年度、また松井委員長の下、今度は副委員として
ロータリーの活動をさせていただくことになっており
ますので、今後ともよろしくお願い申し上げます。
本当に１年間、ありがとうございました。

水口　喜文副幹事
　改めまして、こんにちは。本年度副幹事を務めまし
た水口です。実質活動が１年半あったのですけれども、
今となっては当初長いと思いましたけれども、あっと

いう間の１年ちょっ
とでした。
天方会長、後藤副会
長、松井幹事におい
ては、なかなか出来
の悪い副幹事だった
のかもしれませんけ
れども、なんとか務
めを終わることができそうです。特に松井幹事におい
ては、年上の副幹事ということで、指示などやりづら
かったことが多々あったかと思います。本来、副幹事
がやる仕事も松井幹事がやってくれたのかもしれませ
ん。そういう面では本当に感謝申し上げます。
また、相棒の五十嵐副幹事においても、先ほど悪い幹
事とありましたけれども、どうしても仕事柄出張が多
い役職なものですから、その分、出て来た時にはしっ
かりとお互い分担をしてやることができました。非常
に良い相棒に恵まれたと思います。
受ける前に天方会長より「副幹をやるといろいろロー
タリーのことを覚えるぞ」と言われました。理事会も
出させていただきましたし、台湾も連れて行っていた
だきました。私はまだ３年目ですけれどもなんとなく
ロータリーのことが少し分かったような気がしており
ます。
来年も会報の委員長をと仰せつかっています。また出
席を高めていかないとダメなのか、ここが一番きつい
ところですけれども来年度もしっかりと出席をして、
写真撮り等を務めて、少しでも皆さんのお役に立ちた
いと思っています。今後ともどうぞよろしくお願いし
ます。
１年間、ありがとうございました。

後藤　公貴副会長
　改めまして、こん
にちは。もう２年ほ
ど前になるかもしれ
ません、天方会長よ
り「副会長を」とご
指名をいただきまし
た。僕なんかで務ま
るのかと年度当初に
皆さま方にお伝えをした記憶がございます。
　僕は、副会長の役割３つあると思っていました。ま
ずは、例会の進行を滞りなく行うこと。そして天方会
長の思い、活動の指針をしっかり目指すところに持っ
て行くための下支えをすること。また、メンバーの皆
さまが、このクラブの１年間の活動を楽しく行えるた
めの下支えになること。この３つを目標にやらせてい
ただきましたけれども、どうだったのでしょかね。来
週の『キャンドルパーティー』でお叱りをしっかりお

受けをさせていただきたいと思っています。
　そして、会長、幹事にはお詫びがあります。私が「副
会長の務めを」と言われたのは幹事を経験したことが
あったのかと思っていましたけれども、皆さんご存じ
のとおり、年度が始まる前に『ＰＥＴＳ・地区協議会』
という大きな大会があり、そちらで副幹事をさせてい
ただいて非常に没頭していたもので、なかなか松井幹
事のご相談にも乗れていなかった。そしてクラブの活
動の中でも『地区大会』で、先ほど土橋委員長からも
ありました式典部会のお手伝いをさせていただいて、
そちらに傾注をし過ぎたので、当初の半年間は何もで
きていないところが私の反省でした。これからのロー
タリーライフの中で、少しでもご恩返しができるよう
に、また、なんとか仲良くしていただければと思って
おります。
　最後になりますけれども、こういったコロナの状況
の中で、２月 28日に北海道で「緊急事態宣言」が出
されました。それから私どもの業界はご存じのとおり
大変な状況に追い込まれておりまして、当社も細かい
ことから削れるところは削りながら、チマチマ、チマ
チマやってなんとか従業員を守っていこうと考えてい
ます。今でもそれには変わらないのですけれど、不思
議とロータリークラブを辞めよう、休もう、という気
にはなりませんでした。それはやっぱりこのクラブの
中で、皆さんにお世話になったことと、このクラブが
好きだったことが大きな理由だったと思っています。
ガバナーを輩出した年ということで、皆さんも本当に
大きな大きな絆、接点を感じられているとおりに、い
つも以上に濃密な年を過ごせたのではないかと思っ
て、一生の思い出に残る年になったからこそ、そんな
気持ちになれたのかと思っています。
　来年からは、普通の平メンバーとして、目立たぬよ
うに、ハシャがぬように、皆さまの末席にいたいと思っ
ておりますので、あと 10日余り、今年の活動をなん
とか全うさせていただいて、これからも皆さまと末永
いお付き合いをさせていただければと思っておりま
す。
　まずは、来週の『キャンドルパーティー』を楽しみ
に、まずは 1年間どうもありがとうございました、
という言葉で締めさせていただきます。
誠にありがとうございました。



　　　　　　　　　　　天方　智順会長
　皆さま、こんにち
は。今年度の最後の
昼の挨拶をさせてい
ただきます。冒頭、
石鍋さんのお別れの
挨拶がありましたけ
れど、この５月、６
月、来月までかぶっ

て本当に異動が多いと感じております。
先ほど、武久会員とお話をしましたけれども、コロナ
のせいもあるのかと。各社さんのご事情があってそう
いう異動のシーズンが重なるのではないかというお話
です。
なんとなく、こうやって大挙して釧路からいなくなり
ますと、なにか地震が来る前に逃げ出す小さい動物み
たいに思える自分が、縁起でもないのですけれども、
そういうことも考えてしまいます。後任の方も無事赴
任されて入会されるやに聞いておりますので、それは
安心しておりますが、石鍋さんのお話にあったとおり
釧路でのご縁を大切にして、皆さん次の任地へ行って
いただければと思います。
今日は、もう一度スピーチの時間が与えられるようで

すので、最初の話はこれにて終了させていただきます。
今日も一日、よろしくお願いします。

転勤挨拶
株式会社NTT ドコモ北海道支社
釧路支店　支店長　石鍋　　斉君
　大変お世話になり
ます。ドコモ釧路支
店の石鍋です。７月
１日付けで本社のＣ
Ｓ推進部に異動をす
ることになりまし
た。ＣＳ推進部とは、
お客様からいただく
ご意見やご要望を分析・解析をして社内に展開してい
く部隊になります。
ロータリーの方は、わずか２年の活動でしたけれども、
私は 20数年サラリーマン活動をしている中で、ベス
ト３に入るぐらいの意義深い出来事だったと思ってお
ります。特に「地区大会」「ＰＥＴＳ」いろいろ参加
させていただきました。そんな中で、「留辺蘂」「興部」
を読めるようになりました。「谷地坊主」は何かよく
分かりました。そのようなこともありました。

ロータリーに来ていますと、私より大先輩である皆さ
ま、特に社会的地位も名誉もある皆さま方が一生懸命
「釧路のために何かできないか」と取り組まれている
姿を見て本当に感銘を受けております。
私は、東京生まれ、東京育ちですので、東京以外ほと
んど知らないのですけれども、東京で東京のために何
かをしようと今まで一度も思ったこともないです。そ
ういうことは行政がやることであって、われわれ一般
市民が何かをやることではないと思っていましたけれ
ど、こちらへ来て「釧路をどうにかしよう」と皆さん
が取り組まれている姿勢を見て、少し違うのだと。自
分もロータリーの活動の中で、少しでも釧路の役に
立ったと思えることがあったので、そういう時はこう
いう活動が大事だということを改めて痛感した次第で
あります。
その土地に住まわれているお一人お一人がその街のた
めに何か小さなことでもやって行くことは本当に大事
だと思いまして、私も東京へ帰ってからもこういう活
動はぜひ続けていきたいと思っています。
自分なりに釧路で何か貢献できることはないかと思
い、このロータリーでもご紹介がありましたDV女性
被害者支援の「駆け込みシェルター釧路」に自分がい
ま持っている家財道具一式を全部寄付して行こうと
思っています。たいした物ではないですけれども少し
でも釧路のお役に立てたらいいと思いました。これも
やはりロータリーの活動をやっていたからそんな気持
ちになったので、おそらく東京から来た時ときは、そ
んな気持ちは全然なかったと思います。それこそ現金
に換えて持って帰ろうと思っていましたけれども、そ
こは釧路のために少しでもお役に立てればとやってい
きたいと思います。
東京へ戻りましても吉田潤司ガバナーからいただきま
したこの『４つのテストのカード』をしっかり胸に刻
んで東京の本社で頑張りたいと思いますので、引き続
きご指導･ご支援をよろしくお願いいたします。本当
にありがとうございました。

天方　智順会長
　『１年を振り返っ
て』ということです
けれど、なんとなく
皆さんと気持ちは一
緒なのではないかと
思っております。吉
田潤司ガバナーを輩
出するクラブとし

て、責任ある会長として、年度として、一生懸命やら
せていただいたつもりです。

『ＰＲＴＳ・地区大会』などいろいろありましたけれど、
その時にも申し上げましたけれど、ガバナー輩出のク
ラブ会長は、なんとなく大変なようなのですけれど、
本当に大変なのは各ファンクションで動いている人た
ちだと思っています。私は「スピーチさえしていただ
ければ良いです」みたいなことがあったので楽をさせ
ていただきました、と言ったら語弊があるかもしれま
せんが、もう少し自分も何かできたのではないかと
思って反省をしております。
　今年は、コロナ騒ぎがありましたので残念なところ
がありましたが、自分で一番こだわっているのは、
「やっぱりロータリーは例会をやってなんぼの団体だ」
と思います。他団体は、いろいろな事業やセミナーを
やっているようですけれど、ロータリーは例会をやっ
てこそロータリーだと思います。新入会員が認証され
るのは例会をもって認証されますので、ようするに理
事会で通ったから入会ではないのです。例会で入会と
なります。そのおかげで本当は４月・５月ぐらいに入
会をしていただける方たちにお待ちしていただいたの
があって、舟木年度にしわ寄せが行ってしまいまして
申し訳なく思います。
とにかく良かったことがいくつかあるのです。１つは、
どちらかというと旅行嫌いの妻が一緒に台北に行って
くれたことです。10月の『地区大会』で、台北中央
クラブのご一行が見えた時に、ティコ会長の奥さんと
なぜか妻が仲良しになって、本当は「台北は行かない。
ハワイに行く」と言っていた妻が台北に行ってくれま
した。帰りに空港で携帯電話を忘れましたけれど、夫
としては妻が一緒に行ってくれて本当に良かったと
思っております。全てロータリーのおかげです。あり
がとうございます。
残念なことは２つです。１つは、ちょっと言いました
けれど『ハワイ大会』へ行けなかったことです。私は
ハワイに行ったことがないのです。吉田潤司ガバナー
と一緒に皆さんでハワイへ行きたくてしょうがなく
て、ハワイの本まで買って意気揚々と用意をしていま
したけれど、このようなことになって残念に思います。
もう１つは、ずっと思っていましたけれど、キャッス
ルホテルのスタッフにお願いをしていたのですけれど
「昼飯にカツカレーを出せ」と。今日までやってくれ
ませんでした。次年度以降，舟木さん、よろしくお願
いします。
なにはともあれ、来週もありますけれど、こうやって
クラブの代表として笑顔でこの場に立てて本当に幸せ
に思っております。
７月からは直前会長ですが、陰で舟木エレクトを地味
に支えて頑張りたいと思います。
本当に１年間、ありがとうございました。

松井　聖治幹事
　こんにちは。やっ
と待ちに待ったこの
例会がやってまいり
ました。ちょうど昨
年の前浅川幹事がこ
の例会でスピーチを
されているのを見
て、早くこの例会が

やって来てくれる日だけを待ち望んで１年間、幹事活
動をしてきたなと思っております。本当はこの例会で
燃え尽きている予定だったのですけれど、先ほど会長
からもありましたとおり最後の数カ月はコロナのせい
で、楽しみにしていた例会や楽しみにしていた事業が
開催できないところがあって少し消化不良なところが
あるのですけれど、その分、ちょっとコロナに振り回
されて疲れたので、ちょうど良い時期かと思っており
ます。
　幹事をしていて一番嬉しかったことというかモチ
ベーションが保てたのは、今日もそうですけれど、例
会に多くのメンバーが出席をしてくださること、これ
がやっぱり一番幹事をしていて嬉しかったと思ってお
ります。日にちによっては出席できない日や、または
コロナのせいで例会内容がころころ変わったそんな例
会の時も、今日はあまり来ていただけないかと思う例
会も始まってみるとほぼほぼ席が埋まっているという
状態。いつも１年間を通して出席をしてくださったメ
ンバーの皆さま方に本当に心から感謝を申し上げたい
と思っております。出席していただけたので、それを
モチベーションに１年間なんとか幹事としてやってこ
られたのかと思っております。心から感謝・感謝でご
ざいます。本当に感謝する人はたくさんいます。
こんな僕を幹事に指名をしていただきました天方会長
には感謝を申し上げます。と、ともにこの１年間、要
所・要所で素晴らしいアドバイスをくれた後藤副会長、
そしてＪＣでは先輩ですけれどロータリーの副幹事と
してお手伝いをいただきました五十嵐さん・水口さん
のお二方、それと予定者のときからお世話になりまし
た事務局員の青島さん、本当にどうもありがとうござ
いました。本当にお礼を一人一人言わなければいけな
いぐらいたくさんの感謝がありますけれど、そのお礼
はこの後の長いロータリー生活で少しずつ少しずつ返
していけたらと思っております。
これからもぜひご指導ご鞭撻を賜りますようにお願い
をしまして、来週もう１週ありますので、ぜひ来週も
多くの方に出席をしていただくようにお願い申し上げ
まして、大変簡単ですけれど１年を振り返っての幹事
の挨拶とさせていただきます。
　１年間、本当にお世話になりました。ありがとうご
ざいました。

クラブ運営委員会　土橋　賢一委員長
　皆さん、こんに
ちは。クラブ運営
委員会の土橋です。
『今年度を振り返っ
て』ということで。
今年は吉田潤司ガ
バナー輩出の年で
すから、通常の釧
路ロータリークラブの活動の他に『地区大会』の実行
委員会も配属になりますから２本立てになるのだろう
から忙しくなると。
市橋委員長が率います親睦委員会は、『地区大会』で
は食事と懇親部会。大懇親会で真っ赤な顔をして炉端
焼きをやって、炭火で赤いのかビールを飲んで赤いの
かちょっと分かりませんけれども、それが終わって、
皆さんは椅子に座って放心状態だったですね。「もう
やり切った」という顔をしていました。いまだにそれ
が思い出されます。
　出席委員会の吉田委員長と古谷副委員長には会場設
営委員会をやっていただいたのです。これがまた会場
設営だけではなくて、ポスターの発注や当日の会場の
運営など多岐にわたることを一生懸命にやっていただ
きました。その中で、転勤された北電の馬場さんが率
いる転勤族の皆さんにおもしろいエピソードがひとつ
ありました。蝦名市長がステージに上がる時に、日銀
の熊谷支店長がエスコートをしました。はじめ、蝦名
市長は気づいていなかったと思うのですけれど、後ろ
を振り返って、戻って、もう一度見ました。これはお
もしろいと思いました。石鍋さん、本当にご苦労さま
でした。ありがとうございます。東京へ行ってもご活
躍ください。
　この『地区大会』が成功できたのは、後藤副会長の
シナリオと綿密なリハーサルがなければこの大会は成
功しなかっただろうと思っています。あと、司会をやっ
た池田いずみさんと小林君は、プログラム委員会が毎
月例会をやった中での司会ですから素晴らしいと今も
つくづく思っております。
　一番思うことは、吉田ガバナーと天方会長が、年が
明けてからコロナのせいで活動ができていませんか
ら、すごく無念な思い、やり残した思いが強いのでは
ないかと思っています。よければもう１回やってくだ
さい。微力ですけれどお手伝いしますので。
なにはともあれ、あと１週、クラブ運営委員会・親睦
委員会の『キャンドルパーティー』で締めくくります。
たくさんの皆さんのご参加をお願いいたしまして、皆
さん、本当に１年間、お世話になりました。ありがと
うございます。

クラブ広報・会員組織委員会　杉山　宏司委員長　
　皆さん、こんにち
は。クラブ広報・会
員組織委員会の杉山
です。私は大委員長
として、理事として
今回初めて大任を任
されたものですから
戸惑うことや分から

ないことが多々ある中で、田中副委員長には数々のア
ドバイスをいただきまして本当にありがとうございま
した。
　私どもの委員会は、３つの委員会になっております。
まずクラブ会報・雑誌委員会は、清水輝彦委員長にお
願いしました。今年度は、昨年から続いてホームペー
ジをリニューアルして、例会後すみやかに掲載するよ
うにやっていただきました。また、昨年から引き続い
ております「会員紹介」で、大変お忙しい中、清水委
員長に頑張っていただき、６人の方を紹介させていた
だきました。清水さん、本当にありがとうございまし
た。
　続きまして、会員増強･選考･職業分類委員会ですが、
高橋委員長にお願いしました。新年度早々の８月に「新
入会員対象者を迎えて」ということで、お忙しい中で
やっていただきました。当日は４名の会員のロータリ
アンに講話をしていただき、新入会員の皆さまに少し
でも参考になったのではないかと思います。高橋委員
長の素晴らしい進行で例会も大いに盛り上がりまし
た。ありがとうございました。
　もう１つはクラブ研修委員会です。こちらは木下委
員長です。「釧路ロータリークラブの目指す方向は」
と題して情報集会を開催いたしました。今後のクラブ
の活動の方向性が少し見えた例会ではなかったかと思
います。また、同じ月に『ＲＬＩ』に続いて小船井パ
ストガバナーに講演をいただきました。その後、邵パ
スト会長から『ＲＬＩに参加して』の体験談と感想を
お話ししていただきました。
私もなかなか出番がなくて本当に皆さんにお世話に
なって、この場で感謝しております。今は、大きなボ
ロを出さずに終わったところで、なんとかホッとして
います。皆さんのご協力で１年間、なんとか終えたこ
とを大変ありがたく思っております。心から感謝申し
上げます。ありがとうございました。

奉仕プロジェクト委員会　川本　和之委員長
　皆さん、こんにちは。奉仕プロジェクト委員会、私
と米本君の２人が担当させていただきまして、４つの
委員会にお力添えをいただきました。
奉仕プロジェクト委員会とは、ロータリーの奉仕の精
神を対外的に表現したり、または継続の事業があった

り、またはこの釧路地域であったり世界全般にわたっ
てその奉仕をどのよ
うにやっていくのか
を知っていただく委
員会です。そう考え
ると、ロータリーク
ラブの中でも特に対
外的に重要な委員会
と思っています。
　今年の委員会の概要を説明させていただきます。社
会奉仕委員会です。阿部委員長、山原君のお二人にお
願いをしました。これは 80周年で釧路市内の小中学
生に『数学検定』を贈与しようと始まって今年で３年
目。来年以降、継続して進めるかは次年度が考えてい
ただければ良いのですけれども、今年約 900 名の生
徒さんに数学検定を行わせていただきました。この中
で、先生の管理も少し手不足なるということで、ロー
タリアンの４名にお手伝いをいただき無事に数学検定
をさせていただきました。
　続きまして、職業奉仕は、古谷委員長と小林さん。
小林さんは転勤をされましたけれども年２回の職場訪
問で計画をしました。北電の職場訪問、これはブラッ
クアウトの検証ということで、その後どのような対応
をしているかということで実施。本来４月にはＪＲの
職場訪問予定でしたけれども、これはコロナの関係で
中止になっております。
国際奉仕委員会は、今までいろいろな地域に 2500 地
区とタイアップをして浄水器などいろいろな物を贈呈
したのですけれども、今年は台北中央ロータリークラ
ブとの交流で段取りをしていただきました。国際は村
上君と横田副委員長、台北でも非常にお世話になりま
した。ありがとうございました。
最後に青少年奉仕委員会です。池田委員長とこのホテ
ルの浅野さん。青少年は７月、始まってからすぐいろ
いろな事業がありまして、『全道中学親善硬式野球大
会』『ロータリーカップ』『ＲＹＬＡ委員会』と青少年
に関わる取り組み、事業をかなり前から場所の確認、
審判の皆さんとのやり取りなど毎年のことになります
けれども精力的に動いて、全道から来られた皆さんに
喜んでいただく大会として終了をさせていただきまし
た。
この奉仕委員会は会員の皆さんの協力なくして運営は
できません。来年以降のスタッフの皆さんもスタート
を早くしなければならないことと全員一丸となって協
力体制を組まなければならないことがありますので、
ぜひ盛り上げた大会等を目指していただきたいと思い
ます。
このようなご時世です。われわれの活動は前半でほと
んど終了していますのでコロナの影響もなく、割とス
ムーズに運営できたのですけれども、次年度はいろい

ろ形を変えながら対応していかなければならないの
で、ぜひ全メンバーの協力の下で運営をしていただけ
たらと思っております。
今年１年間、会員の皆さまにご協力をいただきまして、
無事に奉仕プロジェクト委員会を終了することができ
ました。ありがとうございました。お礼を申し上げま
す。

ロータリー財団・奨学推進委員会佐藤尚彦委員長
代読　松井　聖治幹事

　佐藤大委員長は出
張のため釧路にいな
いということで、短
いメッセージですけ
れど預かっています
ので、代読をさせて
いただきます。
（代読）

　この１年間を振り返って大きく２点ほどの思い出が
ございます。１点は、当クラブよりガバナーが輩出さ
れた年度に大委員長の役職をさせていただけたことで
す。
　２点目は、後半、社業の都合やコロナの影響があっ
たにしろ細部に足りる出席がなかなかできなかったこ
とです。しかしながら、皆さまのご協力によりこの１
年間、貴重な経験をさせていただけたことに感謝をい
たします。

五十嵐 正弘副幹事
　皆さん、お疲れ様
です。１年間、「悪
い副幹事」と言われ
てきましたけれど
も、悪い副幹事なり
に松井幹事の指導の
下でなんとかゴール
が見えてきました。

本当にありがとうございました。今年、傍でいろいろ
勉強をさせてもらいましたけれども、まだまだ分から
ないことが多過ぎていろいろなことを学びたいと思っ
ております。
　次年度、また松井委員長の下、今度は副委員として
ロータリーの活動をさせていただくことになっており
ますので、今後ともよろしくお願い申し上げます。
本当に１年間、ありがとうございました。

水口　喜文副幹事
　改めまして、こんにちは。本年度副幹事を務めまし
た水口です。実質活動が１年半あったのですけれども、
今となっては当初長いと思いましたけれども、あっと

いう間の１年ちょっ
とでした。
天方会長、後藤副会
長、松井幹事におい
ては、なかなか出来
の悪い副幹事だった
のかもしれませんけ
れども、なんとか務
めを終わることができそうです。特に松井幹事におい
ては、年上の副幹事ということで、指示などやりづら
かったことが多々あったかと思います。本来、副幹事
がやる仕事も松井幹事がやってくれたのかもしれませ
ん。そういう面では本当に感謝申し上げます。
また、相棒の五十嵐副幹事においても、先ほど悪い幹
事とありましたけれども、どうしても仕事柄出張が多
い役職なものですから、その分、出て来た時にはしっ
かりとお互い分担をしてやることができました。非常
に良い相棒に恵まれたと思います。
受ける前に天方会長より「副幹をやるといろいろロー
タリーのことを覚えるぞ」と言われました。理事会も
出させていただきましたし、台湾も連れて行っていた
だきました。私はまだ３年目ですけれどもなんとなく
ロータリーのことが少し分かったような気がしており
ます。
来年も会報の委員長をと仰せつかっています。また出
席を高めていかないとダメなのか、ここが一番きつい
ところですけれども来年度もしっかりと出席をして、
写真撮り等を務めて、少しでも皆さんのお役に立ちた
いと思っています。今後ともどうぞよろしくお願いし
ます。
１年間、ありがとうございました。

後藤　公貴副会長
　改めまして、こん
にちは。もう２年ほ
ど前になるかもしれ
ません、天方会長よ
り「副会長を」とご
指名をいただきまし
た。僕なんかで務ま
るのかと年度当初に
皆さま方にお伝えをした記憶がございます。
　僕は、副会長の役割３つあると思っていました。ま
ずは、例会の進行を滞りなく行うこと。そして天方会
長の思い、活動の指針をしっかり目指すところに持っ
て行くための下支えをすること。また、メンバーの皆
さまが、このクラブの１年間の活動を楽しく行えるた
めの下支えになること。この３つを目標にやらせてい
ただきましたけれども、どうだったのでしょかね。来
週の『キャンドルパーティー』でお叱りをしっかりお

受けをさせていただきたいと思っています。
　そして、会長、幹事にはお詫びがあります。私が「副
会長の務めを」と言われたのは幹事を経験したことが
あったのかと思っていましたけれども、皆さんご存じ
のとおり、年度が始まる前に『ＰＥＴＳ・地区協議会』
という大きな大会があり、そちらで副幹事をさせてい
ただいて非常に没頭していたもので、なかなか松井幹
事のご相談にも乗れていなかった。そしてクラブの活
動の中でも『地区大会』で、先ほど土橋委員長からも
ありました式典部会のお手伝いをさせていただいて、
そちらに傾注をし過ぎたので、当初の半年間は何もで
きていないところが私の反省でした。これからのロー
タリーライフの中で、少しでもご恩返しができるよう
に、また、なんとか仲良くしていただければと思って
おります。
　最後になりますけれども、こういったコロナの状況
の中で、２月 28日に北海道で「緊急事態宣言」が出
されました。それから私どもの業界はご存じのとおり
大変な状況に追い込まれておりまして、当社も細かい
ことから削れるところは削りながら、チマチマ、チマ
チマやってなんとか従業員を守っていこうと考えてい
ます。今でもそれには変わらないのですけれど、不思
議とロータリークラブを辞めよう、休もう、という気
にはなりませんでした。それはやっぱりこのクラブの
中で、皆さんにお世話になったことと、このクラブが
好きだったことが大きな理由だったと思っています。
ガバナーを輩出した年ということで、皆さんも本当に
大きな大きな絆、接点を感じられているとおりに、い
つも以上に濃密な年を過ごせたのではないかと思っ
て、一生の思い出に残る年になったからこそ、そんな
気持ちになれたのかと思っています。
　来年からは、普通の平メンバーとして、目立たぬよ
うに、ハシャがぬように、皆さまの末席にいたいと思っ
ておりますので、あと 10日余り、今年の活動をなん
とか全うさせていただいて、これからも皆さまと末永
いお付き合いをさせていただければと思っておりま
す。
　まずは、来週の『キャンドルパーティー』を楽しみ
に、まずは 1年間どうもありがとうございました、
という言葉で締めさせていただきます。
誠にありがとうございました。
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　　　　　　　　　　　天方　智順会長
　皆さま、こんにち
は。今年度の最後の
昼の挨拶をさせてい
ただきます。冒頭、
石鍋さんのお別れの
挨拶がありましたけ
れど、この５月、６
月、来月までかぶっ

て本当に異動が多いと感じております。
先ほど、武久会員とお話をしましたけれども、コロナ
のせいもあるのかと。各社さんのご事情があってそう
いう異動のシーズンが重なるのではないかというお話
です。
なんとなく、こうやって大挙して釧路からいなくなり
ますと、なにか地震が来る前に逃げ出す小さい動物み
たいに思える自分が、縁起でもないのですけれども、
そういうことも考えてしまいます。後任の方も無事赴
任されて入会されるやに聞いておりますので、それは
安心しておりますが、石鍋さんのお話にあったとおり
釧路でのご縁を大切にして、皆さん次の任地へ行って
いただければと思います。
今日は、もう一度スピーチの時間が与えられるようで

すので、最初の話はこれにて終了させていただきます。
今日も一日、よろしくお願いします。

転勤挨拶
株式会社NTT ドコモ北海道支社
釧路支店　支店長　石鍋　　斉君
　大変お世話になり
ます。ドコモ釧路支
店の石鍋です。７月
１日付けで本社のＣ
Ｓ推進部に異動をす
ることになりまし
た。ＣＳ推進部とは、
お客様からいただく
ご意見やご要望を分析・解析をして社内に展開してい
く部隊になります。
ロータリーの方は、わずか２年の活動でしたけれども、
私は 20数年サラリーマン活動をしている中で、ベス
ト３に入るぐらいの意義深い出来事だったと思ってお
ります。特に「地区大会」「ＰＥＴＳ」いろいろ参加
させていただきました。そんな中で、「留辺蘂」「興部」
を読めるようになりました。「谷地坊主」は何かよく
分かりました。そのようなこともありました。

ロータリーに来ていますと、私より大先輩である皆さ
ま、特に社会的地位も名誉もある皆さま方が一生懸命
「釧路のために何かできないか」と取り組まれている
姿を見て本当に感銘を受けております。
私は、東京生まれ、東京育ちですので、東京以外ほと
んど知らないのですけれども、東京で東京のために何
かをしようと今まで一度も思ったこともないです。そ
ういうことは行政がやることであって、われわれ一般
市民が何かをやることではないと思っていましたけれ
ど、こちらへ来て「釧路をどうにかしよう」と皆さん
が取り組まれている姿勢を見て、少し違うのだと。自
分もロータリーの活動の中で、少しでも釧路の役に
立ったと思えることがあったので、そういう時はこう
いう活動が大事だということを改めて痛感した次第で
あります。
その土地に住まわれているお一人お一人がその街のた
めに何か小さなことでもやって行くことは本当に大事
だと思いまして、私も東京へ帰ってからもこういう活
動はぜひ続けていきたいと思っています。
自分なりに釧路で何か貢献できることはないかと思
い、このロータリーでもご紹介がありましたDV女性
被害者支援の「駆け込みシェルター釧路」に自分がい
ま持っている家財道具一式を全部寄付して行こうと
思っています。たいした物ではないですけれども少し
でも釧路のお役に立てたらいいと思いました。これも
やはりロータリーの活動をやっていたからそんな気持
ちになったので、おそらく東京から来た時ときは、そ
んな気持ちは全然なかったと思います。それこそ現金
に換えて持って帰ろうと思っていましたけれども、そ
こは釧路のために少しでもお役に立てればとやってい
きたいと思います。
東京へ戻りましても吉田潤司ガバナーからいただきま
したこの『４つのテストのカード』をしっかり胸に刻
んで東京の本社で頑張りたいと思いますので、引き続
きご指導･ご支援をよろしくお願いいたします。本当
にありがとうございました。

天方　智順会長
　『１年を振り返っ
て』ということです
けれど、なんとなく
皆さんと気持ちは一
緒なのではないかと
思っております。吉
田潤司ガバナーを輩
出するクラブとし

て、責任ある会長として、年度として、一生懸命やら
せていただいたつもりです。

『ＰＲＴＳ・地区大会』などいろいろありましたけれど、
その時にも申し上げましたけれど、ガバナー輩出のク
ラブ会長は、なんとなく大変なようなのですけれど、
本当に大変なのは各ファンクションで動いている人た
ちだと思っています。私は「スピーチさえしていただ
ければ良いです」みたいなことがあったので楽をさせ
ていただきました、と言ったら語弊があるかもしれま
せんが、もう少し自分も何かできたのではないかと
思って反省をしております。
　今年は、コロナ騒ぎがありましたので残念なところ
がありましたが、自分で一番こだわっているのは、
「やっぱりロータリーは例会をやってなんぼの団体だ」
と思います。他団体は、いろいろな事業やセミナーを
やっているようですけれど、ロータリーは例会をやっ
てこそロータリーだと思います。新入会員が認証され
るのは例会をもって認証されますので、ようするに理
事会で通ったから入会ではないのです。例会で入会と
なります。そのおかげで本当は４月・５月ぐらいに入
会をしていただける方たちにお待ちしていただいたの
があって、舟木年度にしわ寄せが行ってしまいまして
申し訳なく思います。
とにかく良かったことがいくつかあるのです。１つは、
どちらかというと旅行嫌いの妻が一緒に台北に行って
くれたことです。10月の『地区大会』で、台北中央
クラブのご一行が見えた時に、ティコ会長の奥さんと
なぜか妻が仲良しになって、本当は「台北は行かない。
ハワイに行く」と言っていた妻が台北に行ってくれま
した。帰りに空港で携帯電話を忘れましたけれど、夫
としては妻が一緒に行ってくれて本当に良かったと
思っております。全てロータリーのおかげです。あり
がとうございます。
残念なことは２つです。１つは、ちょっと言いました
けれど『ハワイ大会』へ行けなかったことです。私は
ハワイに行ったことがないのです。吉田潤司ガバナー
と一緒に皆さんでハワイへ行きたくてしょうがなく
て、ハワイの本まで買って意気揚々と用意をしていま
したけれど、このようなことになって残念に思います。
もう１つは、ずっと思っていましたけれど、キャッス
ルホテルのスタッフにお願いをしていたのですけれど
「昼飯にカツカレーを出せ」と。今日までやってくれ
ませんでした。次年度以降，舟木さん、よろしくお願
いします。
なにはともあれ、来週もありますけれど、こうやって
クラブの代表として笑顔でこの場に立てて本当に幸せ
に思っております。
７月からは直前会長ですが、陰で舟木エレクトを地味
に支えて頑張りたいと思います。
本当に１年間、ありがとうございました。

松井　聖治幹事
　こんにちは。やっ
と待ちに待ったこの
例会がやってまいり
ました。ちょうど昨
年の前浅川幹事がこ
の例会でスピーチを
されているのを見
て、早くこの例会が

やって来てくれる日だけを待ち望んで１年間、幹事活
動をしてきたなと思っております。本当はこの例会で
燃え尽きている予定だったのですけれど、先ほど会長
からもありましたとおり最後の数カ月はコロナのせい
で、楽しみにしていた例会や楽しみにしていた事業が
開催できないところがあって少し消化不良なところが
あるのですけれど、その分、ちょっとコロナに振り回
されて疲れたので、ちょうど良い時期かと思っており
ます。
　幹事をしていて一番嬉しかったことというかモチ
ベーションが保てたのは、今日もそうですけれど、例
会に多くのメンバーが出席をしてくださること、これ
がやっぱり一番幹事をしていて嬉しかったと思ってお
ります。日にちによっては出席できない日や、または
コロナのせいで例会内容がころころ変わったそんな例
会の時も、今日はあまり来ていただけないかと思う例
会も始まってみるとほぼほぼ席が埋まっているという
状態。いつも１年間を通して出席をしてくださったメ
ンバーの皆さま方に本当に心から感謝を申し上げたい
と思っております。出席していただけたので、それを
モチベーションに１年間なんとか幹事としてやってこ
られたのかと思っております。心から感謝・感謝でご
ざいます。本当に感謝する人はたくさんいます。
こんな僕を幹事に指名をしていただきました天方会長
には感謝を申し上げます。と、ともにこの１年間、要
所・要所で素晴らしいアドバイスをくれた後藤副会長、
そしてＪＣでは先輩ですけれどロータリーの副幹事と
してお手伝いをいただきました五十嵐さん・水口さん
のお二方、それと予定者のときからお世話になりまし
た事務局員の青島さん、本当にどうもありがとうござ
いました。本当にお礼を一人一人言わなければいけな
いぐらいたくさんの感謝がありますけれど、そのお礼
はこの後の長いロータリー生活で少しずつ少しずつ返
していけたらと思っております。
これからもぜひご指導ご鞭撻を賜りますようにお願い
をしまして、来週もう１週ありますので、ぜひ来週も
多くの方に出席をしていただくようにお願い申し上げ
まして、大変簡単ですけれど１年を振り返っての幹事
の挨拶とさせていただきます。
　１年間、本当にお世話になりました。ありがとうご
ざいました。

クラブ運営委員会　土橋　賢一委員長
　皆さん、こんに
ちは。クラブ運営
委員会の土橋です。
『今年度を振り返っ
て』ということで。
今年は吉田潤司ガ
バナー輩出の年で
すから、通常の釧
路ロータリークラブの活動の他に『地区大会』の実行
委員会も配属になりますから２本立てになるのだろう
から忙しくなると。
市橋委員長が率います親睦委員会は、『地区大会』で
は食事と懇親部会。大懇親会で真っ赤な顔をして炉端
焼きをやって、炭火で赤いのかビールを飲んで赤いの
かちょっと分かりませんけれども、それが終わって、
皆さんは椅子に座って放心状態だったですね。「もう
やり切った」という顔をしていました。いまだにそれ
が思い出されます。
　出席委員会の吉田委員長と古谷副委員長には会場設
営委員会をやっていただいたのです。これがまた会場
設営だけではなくて、ポスターの発注や当日の会場の
運営など多岐にわたることを一生懸命にやっていただ
きました。その中で、転勤された北電の馬場さんが率
いる転勤族の皆さんにおもしろいエピソードがひとつ
ありました。蝦名市長がステージに上がる時に、日銀
の熊谷支店長がエスコートをしました。はじめ、蝦名
市長は気づいていなかったと思うのですけれど、後ろ
を振り返って、戻って、もう一度見ました。これはお
もしろいと思いました。石鍋さん、本当にご苦労さま
でした。ありがとうございます。東京へ行ってもご活
躍ください。
　この『地区大会』が成功できたのは、後藤副会長の
シナリオと綿密なリハーサルがなければこの大会は成
功しなかっただろうと思っています。あと、司会をやっ
た池田いずみさんと小林君は、プログラム委員会が毎
月例会をやった中での司会ですから素晴らしいと今も
つくづく思っております。
　一番思うことは、吉田ガバナーと天方会長が、年が
明けてからコロナのせいで活動ができていませんか
ら、すごく無念な思い、やり残した思いが強いのでは
ないかと思っています。よければもう１回やってくだ
さい。微力ですけれどお手伝いしますので。
なにはともあれ、あと１週、クラブ運営委員会・親睦
委員会の『キャンドルパーティー』で締めくくります。
たくさんの皆さんのご参加をお願いいたしまして、皆
さん、本当に１年間、お世話になりました。ありがと
うございます。

クラブ広報・会員組織委員会　杉山　宏司委員長　
　皆さん、こんにち
は。クラブ広報・会
員組織委員会の杉山
です。私は大委員長
として、理事として
今回初めて大任を任
されたものですから
戸惑うことや分から

ないことが多々ある中で、田中副委員長には数々のア
ドバイスをいただきまして本当にありがとうございま
した。
　私どもの委員会は、３つの委員会になっております。
まずクラブ会報・雑誌委員会は、清水輝彦委員長にお
願いしました。今年度は、昨年から続いてホームペー
ジをリニューアルして、例会後すみやかに掲載するよ
うにやっていただきました。また、昨年から引き続い
ております「会員紹介」で、大変お忙しい中、清水委
員長に頑張っていただき、６人の方を紹介させていた
だきました。清水さん、本当にありがとうございまし
た。
　続きまして、会員増強･選考･職業分類委員会ですが、
高橋委員長にお願いしました。新年度早々の８月に「新
入会員対象者を迎えて」ということで、お忙しい中で
やっていただきました。当日は４名の会員のロータリ
アンに講話をしていただき、新入会員の皆さまに少し
でも参考になったのではないかと思います。高橋委員
長の素晴らしい進行で例会も大いに盛り上がりまし
た。ありがとうございました。
　もう１つはクラブ研修委員会です。こちらは木下委
員長です。「釧路ロータリークラブの目指す方向は」
と題して情報集会を開催いたしました。今後のクラブ
の活動の方向性が少し見えた例会ではなかったかと思
います。また、同じ月に『ＲＬＩ』に続いて小船井パ
ストガバナーに講演をいただきました。その後、邵パ
スト会長から『ＲＬＩに参加して』の体験談と感想を
お話ししていただきました。
私もなかなか出番がなくて本当に皆さんにお世話に
なって、この場で感謝しております。今は、大きなボ
ロを出さずに終わったところで、なんとかホッとして
います。皆さんのご協力で１年間、なんとか終えたこ
とを大変ありがたく思っております。心から感謝申し
上げます。ありがとうございました。

奉仕プロジェクト委員会　川本　和之委員長
　皆さん、こんにちは。奉仕プロジェクト委員会、私
と米本君の２人が担当させていただきまして、４つの
委員会にお力添えをいただきました。
奉仕プロジェクト委員会とは、ロータリーの奉仕の精
神を対外的に表現したり、または継続の事業があった

り、またはこの釧路地域であったり世界全般にわたっ
てその奉仕をどのよ
うにやっていくのか
を知っていただく委
員会です。そう考え
ると、ロータリーク
ラブの中でも特に対
外的に重要な委員会
と思っています。
　今年の委員会の概要を説明させていただきます。社
会奉仕委員会です。阿部委員長、山原君のお二人にお
願いをしました。これは 80周年で釧路市内の小中学
生に『数学検定』を贈与しようと始まって今年で３年
目。来年以降、継続して進めるかは次年度が考えてい
ただければ良いのですけれども、今年約 900 名の生
徒さんに数学検定を行わせていただきました。この中
で、先生の管理も少し手不足なるということで、ロー
タリアンの４名にお手伝いをいただき無事に数学検定
をさせていただきました。
　続きまして、職業奉仕は、古谷委員長と小林さん。
小林さんは転勤をされましたけれども年２回の職場訪
問で計画をしました。北電の職場訪問、これはブラッ
クアウトの検証ということで、その後どのような対応
をしているかということで実施。本来４月にはＪＲの
職場訪問予定でしたけれども、これはコロナの関係で
中止になっております。
国際奉仕委員会は、今までいろいろな地域に 2500 地
区とタイアップをして浄水器などいろいろな物を贈呈
したのですけれども、今年は台北中央ロータリークラ
ブとの交流で段取りをしていただきました。国際は村
上君と横田副委員長、台北でも非常にお世話になりま
した。ありがとうございました。
最後に青少年奉仕委員会です。池田委員長とこのホテ
ルの浅野さん。青少年は７月、始まってからすぐいろ
いろな事業がありまして、『全道中学親善硬式野球大
会』『ロータリーカップ』『ＲＹＬＡ委員会』と青少年
に関わる取り組み、事業をかなり前から場所の確認、
審判の皆さんとのやり取りなど毎年のことになります
けれども精力的に動いて、全道から来られた皆さんに
喜んでいただく大会として終了をさせていただきまし
た。
この奉仕委員会は会員の皆さんの協力なくして運営は
できません。来年以降のスタッフの皆さんもスタート
を早くしなければならないことと全員一丸となって協
力体制を組まなければならないことがありますので、
ぜひ盛り上げた大会等を目指していただきたいと思い
ます。
このようなご時世です。われわれの活動は前半でほと
んど終了していますのでコロナの影響もなく、割とス
ムーズに運営できたのですけれども、次年度はいろい

ろ形を変えながら対応していかなければならないの
で、ぜひ全メンバーの協力の下で運営をしていただけ
たらと思っております。
今年１年間、会員の皆さまにご協力をいただきまして、
無事に奉仕プロジェクト委員会を終了することができ
ました。ありがとうございました。お礼を申し上げま
す。

ロータリー財団・奨学推進委員会佐藤尚彦委員長
代読　松井　聖治幹事

　佐藤大委員長は出
張のため釧路にいな
いということで、短
いメッセージですけ
れど預かっています
ので、代読をさせて
いただきます。
（代読）

　この１年間を振り返って大きく２点ほどの思い出が
ございます。１点は、当クラブよりガバナーが輩出さ
れた年度に大委員長の役職をさせていただけたことで
す。
　２点目は、後半、社業の都合やコロナの影響があっ
たにしろ細部に足りる出席がなかなかできなかったこ
とです。しかしながら、皆さまのご協力によりこの１
年間、貴重な経験をさせていただけたことに感謝をい
たします。

五十嵐 正弘副幹事
　皆さん、お疲れ様
です。１年間、「悪
い副幹事」と言われ
てきましたけれど
も、悪い副幹事なり
に松井幹事の指導の
下でなんとかゴール
が見えてきました。

本当にありがとうございました。今年、傍でいろいろ
勉強をさせてもらいましたけれども、まだまだ分から
ないことが多過ぎていろいろなことを学びたいと思っ
ております。
　次年度、また松井委員長の下、今度は副委員として
ロータリーの活動をさせていただくことになっており
ますので、今後ともよろしくお願い申し上げます。
本当に１年間、ありがとうございました。

水口　喜文副幹事
　改めまして、こんにちは。本年度副幹事を務めまし
た水口です。実質活動が１年半あったのですけれども、
今となっては当初長いと思いましたけれども、あっと

いう間の１年ちょっ
とでした。
天方会長、後藤副会
長、松井幹事におい
ては、なかなか出来
の悪い副幹事だった
のかもしれませんけ
れども、なんとか務
めを終わることができそうです。特に松井幹事におい
ては、年上の副幹事ということで、指示などやりづら
かったことが多々あったかと思います。本来、副幹事
がやる仕事も松井幹事がやってくれたのかもしれませ
ん。そういう面では本当に感謝申し上げます。
また、相棒の五十嵐副幹事においても、先ほど悪い幹
事とありましたけれども、どうしても仕事柄出張が多
い役職なものですから、その分、出て来た時にはしっ
かりとお互い分担をしてやることができました。非常
に良い相棒に恵まれたと思います。
受ける前に天方会長より「副幹をやるといろいろロー
タリーのことを覚えるぞ」と言われました。理事会も
出させていただきましたし、台湾も連れて行っていた
だきました。私はまだ３年目ですけれどもなんとなく
ロータリーのことが少し分かったような気がしており
ます。
来年も会報の委員長をと仰せつかっています。また出
席を高めていかないとダメなのか、ここが一番きつい
ところですけれども来年度もしっかりと出席をして、
写真撮り等を務めて、少しでも皆さんのお役に立ちた
いと思っています。今後ともどうぞよろしくお願いし
ます。
１年間、ありがとうございました。

後藤　公貴副会長
　改めまして、こん
にちは。もう２年ほ
ど前になるかもしれ
ません、天方会長よ
り「副会長を」とご
指名をいただきまし
た。僕なんかで務ま
るのかと年度当初に
皆さま方にお伝えをした記憶がございます。
　僕は、副会長の役割３つあると思っていました。ま
ずは、例会の進行を滞りなく行うこと。そして天方会
長の思い、活動の指針をしっかり目指すところに持っ
て行くための下支えをすること。また、メンバーの皆
さまが、このクラブの１年間の活動を楽しく行えるた
めの下支えになること。この３つを目標にやらせてい
ただきましたけれども、どうだったのでしょかね。来
週の『キャンドルパーティー』でお叱りをしっかりお

受けをさせていただきたいと思っています。
　そして、会長、幹事にはお詫びがあります。私が「副
会長の務めを」と言われたのは幹事を経験したことが
あったのかと思っていましたけれども、皆さんご存じ
のとおり、年度が始まる前に『ＰＥＴＳ・地区協議会』
という大きな大会があり、そちらで副幹事をさせてい
ただいて非常に没頭していたもので、なかなか松井幹
事のご相談にも乗れていなかった。そしてクラブの活
動の中でも『地区大会』で、先ほど土橋委員長からも
ありました式典部会のお手伝いをさせていただいて、
そちらに傾注をし過ぎたので、当初の半年間は何もで
きていないところが私の反省でした。これからのロー
タリーライフの中で、少しでもご恩返しができるよう
に、また、なんとか仲良くしていただければと思って
おります。
　最後になりますけれども、こういったコロナの状況
の中で、２月 28日に北海道で「緊急事態宣言」が出
されました。それから私どもの業界はご存じのとおり
大変な状況に追い込まれておりまして、当社も細かい
ことから削れるところは削りながら、チマチマ、チマ
チマやってなんとか従業員を守っていこうと考えてい
ます。今でもそれには変わらないのですけれど、不思
議とロータリークラブを辞めよう、休もう、という気
にはなりませんでした。それはやっぱりこのクラブの
中で、皆さんにお世話になったことと、このクラブが
好きだったことが大きな理由だったと思っています。
ガバナーを輩出した年ということで、皆さんも本当に
大きな大きな絆、接点を感じられているとおりに、い
つも以上に濃密な年を過ごせたのではないかと思っ
て、一生の思い出に残る年になったからこそ、そんな
気持ちになれたのかと思っています。
　来年からは、普通の平メンバーとして、目立たぬよ
うに、ハシャがぬように、皆さまの末席にいたいと思っ
ておりますので、あと 10日余り、今年の活動をなん
とか全うさせていただいて、これからも皆さまと末永
いお付き合いをさせていただければと思っておりま
す。
　まずは、来週の『キャンドルパーティー』を楽しみ
に、まずは 1年間どうもありがとうございました、
という言葉で締めさせていただきます。
誠にありがとうございました。
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　　　　　　　　　　　天方　智順会長
　皆さま、こんにち
は。今年度の最後の
昼の挨拶をさせてい
ただきます。冒頭、
石鍋さんのお別れの
挨拶がありましたけ
れど、この５月、６
月、来月までかぶっ

て本当に異動が多いと感じております。
先ほど、武久会員とお話をしましたけれども、コロナ
のせいもあるのかと。各社さんのご事情があってそう
いう異動のシーズンが重なるのではないかというお話
です。
なんとなく、こうやって大挙して釧路からいなくなり
ますと、なにか地震が来る前に逃げ出す小さい動物み
たいに思える自分が、縁起でもないのですけれども、
そういうことも考えてしまいます。後任の方も無事赴
任されて入会されるやに聞いておりますので、それは
安心しておりますが、石鍋さんのお話にあったとおり
釧路でのご縁を大切にして、皆さん次の任地へ行って
いただければと思います。
今日は、もう一度スピーチの時間が与えられるようで

すので、最初の話はこれにて終了させていただきます。
今日も一日、よろしくお願いします。

転勤挨拶
株式会社NTT ドコモ北海道支社
釧路支店　支店長　石鍋　　斉君
　大変お世話になり
ます。ドコモ釧路支
店の石鍋です。７月
１日付けで本社のＣ
Ｓ推進部に異動をす
ることになりまし
た。ＣＳ推進部とは、
お客様からいただく
ご意見やご要望を分析・解析をして社内に展開してい
く部隊になります。
ロータリーの方は、わずか２年の活動でしたけれども、
私は 20数年サラリーマン活動をしている中で、ベス
ト３に入るぐらいの意義深い出来事だったと思ってお
ります。特に「地区大会」「ＰＥＴＳ」いろいろ参加
させていただきました。そんな中で、「留辺蘂」「興部」
を読めるようになりました。「谷地坊主」は何かよく
分かりました。そのようなこともありました。

ロータリーに来ていますと、私より大先輩である皆さ
ま、特に社会的地位も名誉もある皆さま方が一生懸命
「釧路のために何かできないか」と取り組まれている
姿を見て本当に感銘を受けております。
私は、東京生まれ、東京育ちですので、東京以外ほと
んど知らないのですけれども、東京で東京のために何
かをしようと今まで一度も思ったこともないです。そ
ういうことは行政がやることであって、われわれ一般
市民が何かをやることではないと思っていましたけれ
ど、こちらへ来て「釧路をどうにかしよう」と皆さん
が取り組まれている姿勢を見て、少し違うのだと。自
分もロータリーの活動の中で、少しでも釧路の役に
立ったと思えることがあったので、そういう時はこう
いう活動が大事だということを改めて痛感した次第で
あります。
その土地に住まわれているお一人お一人がその街のた
めに何か小さなことでもやって行くことは本当に大事
だと思いまして、私も東京へ帰ってからもこういう活
動はぜひ続けていきたいと思っています。
自分なりに釧路で何か貢献できることはないかと思
い、このロータリーでもご紹介がありましたDV女性
被害者支援の「駆け込みシェルター釧路」に自分がい
ま持っている家財道具一式を全部寄付して行こうと
思っています。たいした物ではないですけれども少し
でも釧路のお役に立てたらいいと思いました。これも
やはりロータリーの活動をやっていたからそんな気持
ちになったので、おそらく東京から来た時ときは、そ
んな気持ちは全然なかったと思います。それこそ現金
に換えて持って帰ろうと思っていましたけれども、そ
こは釧路のために少しでもお役に立てればとやってい
きたいと思います。
東京へ戻りましても吉田潤司ガバナーからいただきま
したこの『４つのテストのカード』をしっかり胸に刻
んで東京の本社で頑張りたいと思いますので、引き続
きご指導･ご支援をよろしくお願いいたします。本当
にありがとうございました。

天方　智順会長
　『１年を振り返っ
て』ということです
けれど、なんとなく
皆さんと気持ちは一
緒なのではないかと
思っております。吉
田潤司ガバナーを輩
出するクラブとし

て、責任ある会長として、年度として、一生懸命やら
せていただいたつもりです。

『ＰＲＴＳ・地区大会』などいろいろありましたけれど、
その時にも申し上げましたけれど、ガバナー輩出のク
ラブ会長は、なんとなく大変なようなのですけれど、
本当に大変なのは各ファンクションで動いている人た
ちだと思っています。私は「スピーチさえしていただ
ければ良いです」みたいなことがあったので楽をさせ
ていただきました、と言ったら語弊があるかもしれま
せんが、もう少し自分も何かできたのではないかと
思って反省をしております。
　今年は、コロナ騒ぎがありましたので残念なところ
がありましたが、自分で一番こだわっているのは、
「やっぱりロータリーは例会をやってなんぼの団体だ」
と思います。他団体は、いろいろな事業やセミナーを
やっているようですけれど、ロータリーは例会をやっ
てこそロータリーだと思います。新入会員が認証され
るのは例会をもって認証されますので、ようするに理
事会で通ったから入会ではないのです。例会で入会と
なります。そのおかげで本当は４月・５月ぐらいに入
会をしていただける方たちにお待ちしていただいたの
があって、舟木年度にしわ寄せが行ってしまいまして
申し訳なく思います。
とにかく良かったことがいくつかあるのです。１つは、
どちらかというと旅行嫌いの妻が一緒に台北に行って
くれたことです。10月の『地区大会』で、台北中央
クラブのご一行が見えた時に、ティコ会長の奥さんと
なぜか妻が仲良しになって、本当は「台北は行かない。
ハワイに行く」と言っていた妻が台北に行ってくれま
した。帰りに空港で携帯電話を忘れましたけれど、夫
としては妻が一緒に行ってくれて本当に良かったと
思っております。全てロータリーのおかげです。あり
がとうございます。
残念なことは２つです。１つは、ちょっと言いました
けれど『ハワイ大会』へ行けなかったことです。私は
ハワイに行ったことがないのです。吉田潤司ガバナー
と一緒に皆さんでハワイへ行きたくてしょうがなく
て、ハワイの本まで買って意気揚々と用意をしていま
したけれど、このようなことになって残念に思います。
もう１つは、ずっと思っていましたけれど、キャッス
ルホテルのスタッフにお願いをしていたのですけれど
「昼飯にカツカレーを出せ」と。今日までやってくれ
ませんでした。次年度以降，舟木さん、よろしくお願
いします。
なにはともあれ、来週もありますけれど、こうやって
クラブの代表として笑顔でこの場に立てて本当に幸せ
に思っております。
７月からは直前会長ですが、陰で舟木エレクトを地味
に支えて頑張りたいと思います。
本当に１年間、ありがとうございました。

松井　聖治幹事
　こんにちは。やっ
と待ちに待ったこの
例会がやってまいり
ました。ちょうど昨
年の前浅川幹事がこ
の例会でスピーチを
されているのを見
て、早くこの例会が

やって来てくれる日だけを待ち望んで１年間、幹事活
動をしてきたなと思っております。本当はこの例会で
燃え尽きている予定だったのですけれど、先ほど会長
からもありましたとおり最後の数カ月はコロナのせい
で、楽しみにしていた例会や楽しみにしていた事業が
開催できないところがあって少し消化不良なところが
あるのですけれど、その分、ちょっとコロナに振り回
されて疲れたので、ちょうど良い時期かと思っており
ます。
　幹事をしていて一番嬉しかったことというかモチ
ベーションが保てたのは、今日もそうですけれど、例
会に多くのメンバーが出席をしてくださること、これ
がやっぱり一番幹事をしていて嬉しかったと思ってお
ります。日にちによっては出席できない日や、または
コロナのせいで例会内容がころころ変わったそんな例
会の時も、今日はあまり来ていただけないかと思う例
会も始まってみるとほぼほぼ席が埋まっているという
状態。いつも１年間を通して出席をしてくださったメ
ンバーの皆さま方に本当に心から感謝を申し上げたい
と思っております。出席していただけたので、それを
モチベーションに１年間なんとか幹事としてやってこ
られたのかと思っております。心から感謝・感謝でご
ざいます。本当に感謝する人はたくさんいます。
こんな僕を幹事に指名をしていただきました天方会長
には感謝を申し上げます。と、ともにこの１年間、要
所・要所で素晴らしいアドバイスをくれた後藤副会長、
そしてＪＣでは先輩ですけれどロータリーの副幹事と
してお手伝いをいただきました五十嵐さん・水口さん
のお二方、それと予定者のときからお世話になりまし
た事務局員の青島さん、本当にどうもありがとうござ
いました。本当にお礼を一人一人言わなければいけな
いぐらいたくさんの感謝がありますけれど、そのお礼
はこの後の長いロータリー生活で少しずつ少しずつ返
していけたらと思っております。
これからもぜひご指導ご鞭撻を賜りますようにお願い
をしまして、来週もう１週ありますので、ぜひ来週も
多くの方に出席をしていただくようにお願い申し上げ
まして、大変簡単ですけれど１年を振り返っての幹事
の挨拶とさせていただきます。
　１年間、本当にお世話になりました。ありがとうご
ざいました。

クラブ運営委員会　土橋　賢一委員長
　皆さん、こんに
ちは。クラブ運営
委員会の土橋です。
『今年度を振り返っ
て』ということで。
今年は吉田潤司ガ
バナー輩出の年で
すから、通常の釧
路ロータリークラブの活動の他に『地区大会』の実行
委員会も配属になりますから２本立てになるのだろう
から忙しくなると。
市橋委員長が率います親睦委員会は、『地区大会』で
は食事と懇親部会。大懇親会で真っ赤な顔をして炉端
焼きをやって、炭火で赤いのかビールを飲んで赤いの
かちょっと分かりませんけれども、それが終わって、
皆さんは椅子に座って放心状態だったですね。「もう
やり切った」という顔をしていました。いまだにそれ
が思い出されます。
　出席委員会の吉田委員長と古谷副委員長には会場設
営委員会をやっていただいたのです。これがまた会場
設営だけではなくて、ポスターの発注や当日の会場の
運営など多岐にわたることを一生懸命にやっていただ
きました。その中で、転勤された北電の馬場さんが率
いる転勤族の皆さんにおもしろいエピソードがひとつ
ありました。蝦名市長がステージに上がる時に、日銀
の熊谷支店長がエスコートをしました。はじめ、蝦名
市長は気づいていなかったと思うのですけれど、後ろ
を振り返って、戻って、もう一度見ました。これはお
もしろいと思いました。石鍋さん、本当にご苦労さま
でした。ありがとうございます。東京へ行ってもご活
躍ください。
　この『地区大会』が成功できたのは、後藤副会長の
シナリオと綿密なリハーサルがなければこの大会は成
功しなかっただろうと思っています。あと、司会をやっ
た池田いずみさんと小林君は、プログラム委員会が毎
月例会をやった中での司会ですから素晴らしいと今も
つくづく思っております。
　一番思うことは、吉田ガバナーと天方会長が、年が
明けてからコロナのせいで活動ができていませんか
ら、すごく無念な思い、やり残した思いが強いのでは
ないかと思っています。よければもう１回やってくだ
さい。微力ですけれどお手伝いしますので。
なにはともあれ、あと１週、クラブ運営委員会・親睦
委員会の『キャンドルパーティー』で締めくくります。
たくさんの皆さんのご参加をお願いいたしまして、皆
さん、本当に１年間、お世話になりました。ありがと
うございます。

クラブ広報・会員組織委員会　杉山　宏司委員長　
　皆さん、こんにち
は。クラブ広報・会
員組織委員会の杉山
です。私は大委員長
として、理事として
今回初めて大任を任
されたものですから
戸惑うことや分から

ないことが多々ある中で、田中副委員長には数々のア
ドバイスをいただきまして本当にありがとうございま
した。
　私どもの委員会は、３つの委員会になっております。
まずクラブ会報・雑誌委員会は、清水輝彦委員長にお
願いしました。今年度は、昨年から続いてホームペー
ジをリニューアルして、例会後すみやかに掲載するよ
うにやっていただきました。また、昨年から引き続い
ております「会員紹介」で、大変お忙しい中、清水委
員長に頑張っていただき、６人の方を紹介させていた
だきました。清水さん、本当にありがとうございまし
た。
　続きまして、会員増強･選考･職業分類委員会ですが、
高橋委員長にお願いしました。新年度早々の８月に「新
入会員対象者を迎えて」ということで、お忙しい中で
やっていただきました。当日は４名の会員のロータリ
アンに講話をしていただき、新入会員の皆さまに少し
でも参考になったのではないかと思います。高橋委員
長の素晴らしい進行で例会も大いに盛り上がりまし
た。ありがとうございました。
　もう１つはクラブ研修委員会です。こちらは木下委
員長です。「釧路ロータリークラブの目指す方向は」
と題して情報集会を開催いたしました。今後のクラブ
の活動の方向性が少し見えた例会ではなかったかと思
います。また、同じ月に『ＲＬＩ』に続いて小船井パ
ストガバナーに講演をいただきました。その後、邵パ
スト会長から『ＲＬＩに参加して』の体験談と感想を
お話ししていただきました。
私もなかなか出番がなくて本当に皆さんにお世話に
なって、この場で感謝しております。今は、大きなボ
ロを出さずに終わったところで、なんとかホッとして
います。皆さんのご協力で１年間、なんとか終えたこ
とを大変ありがたく思っております。心から感謝申し
上げます。ありがとうございました。

奉仕プロジェクト委員会　川本　和之委員長
　皆さん、こんにちは。奉仕プロジェクト委員会、私
と米本君の２人が担当させていただきまして、４つの
委員会にお力添えをいただきました。
奉仕プロジェクト委員会とは、ロータリーの奉仕の精
神を対外的に表現したり、または継続の事業があった

り、またはこの釧路地域であったり世界全般にわたっ
てその奉仕をどのよ
うにやっていくのか
を知っていただく委
員会です。そう考え
ると、ロータリーク
ラブの中でも特に対
外的に重要な委員会
と思っています。
　今年の委員会の概要を説明させていただきます。社
会奉仕委員会です。阿部委員長、山原君のお二人にお
願いをしました。これは 80周年で釧路市内の小中学
生に『数学検定』を贈与しようと始まって今年で３年
目。来年以降、継続して進めるかは次年度が考えてい
ただければ良いのですけれども、今年約 900 名の生
徒さんに数学検定を行わせていただきました。この中
で、先生の管理も少し手不足なるということで、ロー
タリアンの４名にお手伝いをいただき無事に数学検定
をさせていただきました。
　続きまして、職業奉仕は、古谷委員長と小林さん。
小林さんは転勤をされましたけれども年２回の職場訪
問で計画をしました。北電の職場訪問、これはブラッ
クアウトの検証ということで、その後どのような対応
をしているかということで実施。本来４月にはＪＲの
職場訪問予定でしたけれども、これはコロナの関係で
中止になっております。
国際奉仕委員会は、今までいろいろな地域に 2500 地
区とタイアップをして浄水器などいろいろな物を贈呈
したのですけれども、今年は台北中央ロータリークラ
ブとの交流で段取りをしていただきました。国際は村
上君と横田副委員長、台北でも非常にお世話になりま
した。ありがとうございました。
最後に青少年奉仕委員会です。池田委員長とこのホテ
ルの浅野さん。青少年は７月、始まってからすぐいろ
いろな事業がありまして、『全道中学親善硬式野球大
会』『ロータリーカップ』『ＲＹＬＡ委員会』と青少年
に関わる取り組み、事業をかなり前から場所の確認、
審判の皆さんとのやり取りなど毎年のことになります
けれども精力的に動いて、全道から来られた皆さんに
喜んでいただく大会として終了をさせていただきまし
た。
この奉仕委員会は会員の皆さんの協力なくして運営は
できません。来年以降のスタッフの皆さんもスタート
を早くしなければならないことと全員一丸となって協
力体制を組まなければならないことがありますので、
ぜひ盛り上げた大会等を目指していただきたいと思い
ます。
このようなご時世です。われわれの活動は前半でほと
んど終了していますのでコロナの影響もなく、割とス
ムーズに運営できたのですけれども、次年度はいろい

ろ形を変えながら対応していかなければならないの
で、ぜひ全メンバーの協力の下で運営をしていただけ
たらと思っております。
今年１年間、会員の皆さまにご協力をいただきまして、
無事に奉仕プロジェクト委員会を終了することができ
ました。ありがとうございました。お礼を申し上げま
す。

ロータリー財団・奨学推進委員会佐藤尚彦委員長
代読　松井　聖治幹事

　佐藤大委員長は出
張のため釧路にいな
いということで、短
いメッセージですけ
れど預かっています
ので、代読をさせて
いただきます。
（代読）

　この１年間を振り返って大きく２点ほどの思い出が
ございます。１点は、当クラブよりガバナーが輩出さ
れた年度に大委員長の役職をさせていただけたことで
す。
　２点目は、後半、社業の都合やコロナの影響があっ
たにしろ細部に足りる出席がなかなかできなかったこ
とです。しかしながら、皆さまのご協力によりこの１
年間、貴重な経験をさせていただけたことに感謝をい
たします。

五十嵐 正弘副幹事
　皆さん、お疲れ様
です。１年間、「悪
い副幹事」と言われ
てきましたけれど
も、悪い副幹事なり
に松井幹事の指導の
下でなんとかゴール
が見えてきました。

本当にありがとうございました。今年、傍でいろいろ
勉強をさせてもらいましたけれども、まだまだ分から
ないことが多過ぎていろいろなことを学びたいと思っ
ております。
　次年度、また松井委員長の下、今度は副委員として
ロータリーの活動をさせていただくことになっており
ますので、今後ともよろしくお願い申し上げます。
本当に１年間、ありがとうございました。

水口　喜文副幹事
　改めまして、こんにちは。本年度副幹事を務めまし
た水口です。実質活動が１年半あったのですけれども、
今となっては当初長いと思いましたけれども、あっと

いう間の１年ちょっ
とでした。
天方会長、後藤副会
長、松井幹事におい
ては、なかなか出来
の悪い副幹事だった
のかもしれませんけ
れども、なんとか務
めを終わることができそうです。特に松井幹事におい
ては、年上の副幹事ということで、指示などやりづら
かったことが多々あったかと思います。本来、副幹事
がやる仕事も松井幹事がやってくれたのかもしれませ
ん。そういう面では本当に感謝申し上げます。
また、相棒の五十嵐副幹事においても、先ほど悪い幹
事とありましたけれども、どうしても仕事柄出張が多
い役職なものですから、その分、出て来た時にはしっ
かりとお互い分担をしてやることができました。非常
に良い相棒に恵まれたと思います。
受ける前に天方会長より「副幹をやるといろいろロー
タリーのことを覚えるぞ」と言われました。理事会も
出させていただきましたし、台湾も連れて行っていた
だきました。私はまだ３年目ですけれどもなんとなく
ロータリーのことが少し分かったような気がしており
ます。
来年も会報の委員長をと仰せつかっています。また出
席を高めていかないとダメなのか、ここが一番きつい
ところですけれども来年度もしっかりと出席をして、
写真撮り等を務めて、少しでも皆さんのお役に立ちた
いと思っています。今後ともどうぞよろしくお願いし
ます。
１年間、ありがとうございました。

後藤　公貴副会長
　改めまして、こん
にちは。もう２年ほ
ど前になるかもしれ
ません、天方会長よ
り「副会長を」とご
指名をいただきまし
た。僕なんかで務ま
るのかと年度当初に
皆さま方にお伝えをした記憶がございます。
　僕は、副会長の役割３つあると思っていました。ま
ずは、例会の進行を滞りなく行うこと。そして天方会
長の思い、活動の指針をしっかり目指すところに持っ
て行くための下支えをすること。また、メンバーの皆
さまが、このクラブの１年間の活動を楽しく行えるた
めの下支えになること。この３つを目標にやらせてい
ただきましたけれども、どうだったのでしょかね。来
週の『キャンドルパーティー』でお叱りをしっかりお

受けをさせていただきたいと思っています。
　そして、会長、幹事にはお詫びがあります。私が「副
会長の務めを」と言われたのは幹事を経験したことが
あったのかと思っていましたけれども、皆さんご存じ
のとおり、年度が始まる前に『ＰＥＴＳ・地区協議会』
という大きな大会があり、そちらで副幹事をさせてい
ただいて非常に没頭していたもので、なかなか松井幹
事のご相談にも乗れていなかった。そしてクラブの活
動の中でも『地区大会』で、先ほど土橋委員長からも
ありました式典部会のお手伝いをさせていただいて、
そちらに傾注をし過ぎたので、当初の半年間は何もで
きていないところが私の反省でした。これからのロー
タリーライフの中で、少しでもご恩返しができるよう
に、また、なんとか仲良くしていただければと思って
おります。
　最後になりますけれども、こういったコロナの状況
の中で、２月 28日に北海道で「緊急事態宣言」が出
されました。それから私どもの業界はご存じのとおり
大変な状況に追い込まれておりまして、当社も細かい
ことから削れるところは削りながら、チマチマ、チマ
チマやってなんとか従業員を守っていこうと考えてい
ます。今でもそれには変わらないのですけれど、不思
議とロータリークラブを辞めよう、休もう、という気
にはなりませんでした。それはやっぱりこのクラブの
中で、皆さんにお世話になったことと、このクラブが
好きだったことが大きな理由だったと思っています。
ガバナーを輩出した年ということで、皆さんも本当に
大きな大きな絆、接点を感じられているとおりに、い
つも以上に濃密な年を過ごせたのではないかと思っ
て、一生の思い出に残る年になったからこそ、そんな
気持ちになれたのかと思っています。
　来年からは、普通の平メンバーとして、目立たぬよ
うに、ハシャがぬように、皆さまの末席にいたいと思っ
ておりますので、あと 10日余り、今年の活動をなん
とか全うさせていただいて、これからも皆さまと末永
いお付き合いをさせていただければと思っておりま
す。
　まずは、来週の『キャンドルパーティー』を楽しみ
に、まずは 1年間どうもありがとうございました、
という言葉で締めさせていただきます。
誠にありがとうございました。
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